
別紙１－１

（北海道茅部郡森町字赤井川から北海道二海郡八雲町東野まで）に関する

北海道縦貫自動車道函館名寄線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道茅部郡森町字赤井川 から

北海道二海郡八雲町東野 まで

（ロ）　延　　　　長 ２９．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要

北海道二海郡八雲町東野

１００ ２９．９

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

北海道茅部郡森町字赤井川



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

－

４２

トンネル部分

右　側左　側

２．５０

５．００

－

土工（掘割）部分
－

左　側

－

摘 要
往復分離する区間

車線

計

構造による区分

北海道二海郡八雲町東野

用地買収 　摘　要

２．５０×２

１．２５×２

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

－

設　計　区　間

北海道茅部郡森町字赤井川

－

橋梁高架部分

橋梁高架部分

－３．５０ －－

－－１．７５×２

１．７５×２

（中小橋） ３．５０

（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線

（新直轄）

大沼公園インターチェンジ

森インターチェンジ

落部インターチェンジ

（４）　工事予算

６８，４６９ 百万円（消費税込み）

備　　　考接続の方法接続の位置

森町字赤井川

北海道茅部郡

森町字赤井川

北海道茅部郡

北海道縦貫自動車道

路線名

道道大沼インター線

北海道茅部郡 平面接続

他の道路の

立体接続

森町字森川町

平面接続

立体接続

八雲町東野

道道落部インター線 北海道二海郡

道道森インター線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３１２５ ３

５ １２ ４



別紙１－２

（北海道二海郡八雲町東野から北海道二海郡八雲町立岩まで）に関する

北海道縦貫自動車道函館名寄線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道二海郡八雲町東野 から

北海道二海郡八雲町立岩 まで

（ロ）　延　　　　長 １６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
北海道二海郡八雲町立岩

１６．０

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道二海郡八雲町東野

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

－－－３．５０１．７５×２

２．５０×２

－

工事施工

往復分離しない区間

計

５．００

用地買収

北海道二海郡八雲町立岩

－－

　摘　要

車線４

北海道二海郡八雲町東野

構造による区分

左　側

（長大橋）

左　側 計

－

－

（中小橋）

－
トンネル部分

３．５０１．７５×２

土工（掘割）部分

摘 要

－

橋梁高架部分

２ 車線

往復分離する区間

－ －

右　側

設　計　区　間

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

落部インターチェンジ

八雲インターチェンジ

（４）　工事予算

３１，２２２ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

八雲町立岩

接続の位置 備　　　考接続の方法

北海道二海郡

八雲町東野

北海道二海郡 立体接続

立体接続道道落部インター線

一般国道２７７号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

５

２１

１２

１０

２５

１０

４

３ ３１



別紙１－３

（北海道二海郡八雲町立岩から北海道山越郡長万部町字国縫まで）に関する

北海道縦貫自動車道函館名寄線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道二海郡八雲町立岩 から

北海道山越郡長万部町字国縫 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
北海道山越郡長万部町字国縫

１００ ２１．７

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道二海郡八雲町立岩

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２ 車線 ４

３．５０

－

－

－
トンネル部分

－

－

５．００
土工（掘割）部分

－

－

－

左　側

－

計

北海道二海郡八雲町立岩

設　計　区　間 用地買収

構造による区分

北海道山越郡長万部町字国縫

車線

摘 要
左　側 計 右　側

　摘　要

２．５０×２

－

工事施工

往復分離しない区間

－

往復分離する区間

１．７５×２

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋）

－－

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

八雲インターチェンジ

国縫インターチェンジ

（４）　工事予算

３２，３４７ 百万円（消費税込み）

立体接続

北海道山越郡 立体接続

他の道路の

路線名

一般国道２３０号

備　　　考接続の方法

長万部町字国縫

北海道二海郡一般国道２７７号

接続の位置

八雲町立岩



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８

２１ ３ ３０

４５

１８

１２

１１



別紙１－４

（北海道余市郡余市町登町から北海道小樽市新光町まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道余市郡余市町登町 から

北海道小樽市新光町 まで

（ロ）　延　　　　長 ２３．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

２３．４

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道余市郡余市町登町

北海道小樽市新光町



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

摘 要

２ 車線

北海道余市郡余市町登町

構造による区分

　摘　要工事施工

５．００

用地買収

北海道小樽市新光町

－

車線４

往復分離しない区間

計

往復分離する区間

－

－

－

左　側

－ －

２．５０

設　計　区　間

左　側 計 右　側

－

トンネル部分

土工（掘割）部分

－ －

２．５０×２

１．２５×２

橋梁高架部分

－－１．７５×２ －３．５０

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０１．７５×２

（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

余市インターチェンジ（仮称）

小樽西インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１０６，１４２ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

道道登余市停車場線

道道小樽西インター線

備　　　考接続の方法

余市町登町

北海道余市郡 平面接続

北海道小樽市

接続の位置

立体接続

塩谷



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１８

３１

４

３ ３１

１９



別紙１－５

（北海道夕張市紅葉山から北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道夕張市紅葉山 から

北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野 まで

（ロ）　延　　　　長 ３４．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道夕張市紅葉山

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

１００

摘　　要

３４．５

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－３．５０１．７５×２（長大橋） －－

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

用地買収

４

左　側 計 右　側

２

摘 要

－

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２

　摘　要

２．５０×２

１．２５×２

５．００
土工（掘割）部分

設　計　区　間

２．５０
トンネル部分

３．５０

橋梁高架部分

構造による区分

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

車線

－－

－

北海道夕張市紅葉山

－

－

往復分離する区間

－

－

左　側

－



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

夕張インターチェンジ

むかわ穂別インターチェンジ

占冠インターチェンジ

（４）　工事予算

１３７，５９９ 百万円（消費税込み）

北海道勇払郡 立体接続

むかわ町穂別

北海道勇払郡

北海道夕張市

紅葉山

他の道路の

路線名

一般国道２７４号

道道穂別インター線

接続の位置

立体接続

備　　　考接続の方法

占冠村字シムカプ原野

立体接続道道占冠インター線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （夕張ICランプ切替）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２２

1

１０

２３ １１ ３０

８

８



別紙１－６

（北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野から北海道勇払郡占冠村字上トマムまで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字シムカプ原野 から

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

（ロ）　延　　　　長 ２６．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

北海道勇払郡占冠村字上トマム

１００ ２６．２

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（中小橋） －３．５０

橋梁高架部分

　摘　要

－

－

往復分離する区間

－

－－

－

左　側

－－

北海道勇払郡占冠村
字シムカプ原野

用地買収

左　側

２ 車線 ４

設　計　区　間

計

トンネル部分

右　側

２．５０×２
土工（掘割）部分

摘 要

車線

構造による区分

北海道勇払郡占冠村字上トマム

１．２５×２

工事施工

往復分離しない区間

２．５０

５．００

計

－３．５０

１．７５×２

１．７５×２

－－

（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

占冠インターチェンジ

トマムインターチェンジ

（４）　工事予算

５３，９１６ 百万円（消費税込み）

備　　　考接続の方法

北海道勇払郡 立体接続

占冠村字シムカプ原野

立体接続

占冠村字上トマム

北海道勇払郡

接続の位置

道道夕張新得線

他の道路の

路線名

道道占冠インター線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２１

1

１０

２５ ３ ３１

２４

８



別紙１－７

（北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで）に関する

北海道横断自動車道黒松内釧路線　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 北海道勇払郡占冠村字上トマム から

北海道上川郡清水町字清水 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

北海道勇払郡占冠村字上トマム

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

北海道上川郡清水町字清水

１００ ２０．９

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－３．５０

土工（掘割）部分

右　側

－－

用地買収

１．７５×２

－３．５０

２．５０

１．７５×２

設　計　区　間

北海道勇払郡占冠村字上トマム

　摘　要

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

２ 車線

－

北海道上川郡清水町字清水

－

往復分離する区間

工事施工

車線４

－

－

左　側

－２．５０×２

１．２５×２

往復分離しない区間

左　側 計

トンネル部分

計

－

構造による区分

－

－

橋梁高架部分

（長大橋）

摘 要



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

トマムインターチェンジ

十勝清水インターチェンジ

（４）　工事予算

４７，１７９ 百万円（消費税込み）

北海道上川郡 立体接続

清水町字清水

北海道勇払郡 立体接続

備　　　考接続の方法接続の位置

一般国道２７４号

他の道路の

路線名

道道夕張新得線

占冠村字上トマム



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２２

1

３

１９ １０ ２１

２０

３０



別紙１－８

（新潟県胎内市弥彦岡から新潟県村上市南新保まで）に関する

日本海沿岸東北自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県胎内市弥彦岡 から

新潟県村上市南新保 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間

新潟県胎内市
弥彦岡

新潟県村上市
南新保

１００ ９．７

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－

往復分離する区間

用地買収

－

左　側

５．００

２ 車線

計

　摘　要設　計　区　間

４

構造による区分

新潟県胎内市
弥彦岡

新潟県村上市
南新保

３．５０

－

土工（掘割）部分

トンネル部分

－

右　側

２．５０×２

工事施工

－

－

－

左　側

１．７５×２

摘 要
往復分離しない区間

車線

－－－３．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

１．７５×２

計

－ －



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

中条インターチェンジ

荒川胎内インターチェンジ

本線

（新直轄）

（４）　工事予算

２３，４７０ 百万円（消費税込み）  

南新保

新潟県村上市

新潟県村上市

弥彦岡

備　　　考接続の方法

新潟県胎内市

他の道路の

路線名

県道中条インター線 立体接続

接続の位置

南新保

平面接続

一般国道１１３号

日本海沿岸東北自動車道

立体接続



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

 

平成 年 月 日 （残事業完成）

１７

１８

７ ３１

１０

２１

４

７

２２



別紙１－９

（山形県東置賜郡高畠町大字深沼から山形県上山市金瓶まで）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から

山形県上山市金瓶 まで

（ロ）　延　　　　長 ２４．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

山形県上山市金瓶

１００ ２４．４



（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０×２

１．２５×２

３．５０

２．５０

―１．７５×２

構造による区分

山形県上山市金瓶

トンネル部分

土工（掘割）部分

２ 車線 ４

摘 要
往復分離しない区間

左　側

５．００

計

車線

計

往復分離する区間

左　側 右　側

設　計　区　間

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

用地買収 　摘　要工事施工

―

―

―

―

―

― ―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

１．７５×２

橋梁高架部分

（中小橋） ―

――３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

一般国道１３号 山形県上山市藤吾 立体接続 上山インターチェンジ（仮称）

路線名

１０７，９００

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

平面接続

備　　　考接続の方法接続の位置他の道路の

一般国道１３号 山形県上山市金瓶 立体接続 山形上山インターチェンジ

本線

一般国道１３号
山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

立体接続 南陽高畠インターチェンジ

一般国道１３号
（米沢南陽道路）



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１８

３１

４

３

１９

３１



別紙１－１０

（福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から

福島県相馬市粟津 まで

（ロ）　延　　　　長 ４７．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

福島県相馬市
粟津

１００ ４７．１

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－２．５０

用地買収工事施工

往復分離しない区間

２ 車線 ４ 車線

往復分離する区間
摘 要

左　側左　側 計

福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

構造による区分

福島県相馬市
粟津

設　計　区　間 　摘　要

土工（掘割）部分
５．００

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２

２．５０×２

１．２５×２
トンネル部分

３．５０

－

右　側

－

－－

計

－－－

－

－

２．５０

－１．２５×２（長大橋）

橋梁高架部分

－



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐富岡インターチェンジ

浪江インターチェンジ（仮称）

原町インターチェンジ（仮称）

相馬インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１０２，４６５ 百万円（消費税込み）

福島県双葉郡 立体接続

立体接続

路線名

県道　小野富岡線

一般国道１１４号

富岡町大字上手岡

立体接続

他の道路の

粟津

接続の位置

浪江町大字室原

福島県相馬市

福島県双葉郡

福島県南相馬市

備　　　考接続の方法

３．５０

一般国道１１５号

県道　原町川俣線

立体接続

原町区



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１０

２４

４

３

１７

３１



別紙１－１１

（福島県相馬市粟津から福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬市粟津 から

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００ ８．５

設計速度

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

福島県相馬市
粟津



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．２５×２（長大橋）

－
土工（掘割）部分

－－

橋梁高架部分

（中小橋） ３．５０ －

２．５０×２

－

－

－

－５．００

－ －

－２．５０

右　側

－

摘 要
往復分離しない区間

計

－－

４

設　計　区　間

車線

左　側

構造による区分

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

往復分離する区間

工事施工

トンネル部分

１．７５×２

２ 車線

左　側 計

　摘　要

福島県相馬市
粟津

用地買収

橋梁高架部分



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

相馬インターチェンジ（仮称）

新地インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２２，８４１ 百万円（消費税込み）

立体接続

３．５０

接続の位置他の道路の

路線名

一般国道１１５号

備　　　考

福島県相馬郡

福島県相馬市

粟津

接続の方法

新地町駒ヶ嶺

一般国道１１３号 立体接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１１

２７

１

３

８

３１



別紙１－１２

（福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺から宮城県亘理郡山元町大平まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から

宮城県亘理郡山元町大平 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

宮城県亘理郡
山元町大平

１００ １４．８

摘　　要設　計　区　間



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

トンネル部分

２ 車線 ４

設　計　区　間 　摘　要

構造による区分

宮城県亘理郡
山元町大平

往復分離する区間

左　側 計

用地買収

－

－

－

摘 要

工事施工

往復分離しない区間

計

車線

左　側

－

－

－

右　側

福島県相馬郡
新地町駒ヶ嶺

（中小橋） －３．５０１．７５×２

５．００

－

－

橋梁高架部分

１．２５×２（長大橋）

橋梁高架部分

－
土工（掘割）部分

２．５０×２

－

－２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

新地インターチェンジ（仮称）

山元インターチェンジ

（４）　工事予算

４６，７５７ 百万円（消費税込み）

山元町大平

立体接続

新地町駒ヶ嶺

備　　　考接続の方法

立体接続

他の道路の

路線名

一般国道１１３号

一般国道６号 宮城県亘理郡

福島県相馬郡

３．５０

接続の位置



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１８

２７

４

３

１９

３１



別紙１－１３

（宮城県亘理郡山元町大平から宮城県亘理郡亘理町逢隈まで）に関する

常磐自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県亘理郡山元町大平 から

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

（ロ）　延　　　　長 １１．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮城県亘理郡山元町大平

宮城県亘理郡亘理町逢隈

１００ １１．５

設　計　区　間
設計速度

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

－

１．２５×２ －２．５０

計

－

－

－

　摘　要

２．５０×２

－

工事施工

往復分離しない区間

車線

左　側 計 右　側

２ 車線

設　計　区　間 用地買収

左　側
摘 要

－
トンネル部分

５．００

－

－

橋梁高架部分

構造による区分

宮城県亘理郡亘理町逢隈

宮城県亘理郡山元町大平

往復分離する区間

土工（掘割）部分

橋梁高架部分

－

－

（中小橋）

４

１．７５×２

（長大橋）

－３．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

山元インターチェンジ

亘理インターチェンジ

本線

（４）　工事予算

２７，２５７ 百万円（消費税込み）

一般国道６号

（仙台東部道路）

亘理町逢隈

山元町大平

宮城県亘理郡

宮城県亘理郡

備　　　考

立体接続

亘理町逢隈

平面接続

宮城県亘理郡 立体接続

接続の位置 接続の方法

県道亘理インター線

他の道路の

路線名

一般国道６号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （亘理ICランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０２３

１７

２３

１０

２１

４

６

１２２１ ９

３



別紙１－１４

（千葉県君津市三直から千葉県富津市鶴岡まで）に関する

東関東自動車道千葉富津線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県君津市三直 から

千葉県富津市鶴岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで
千葉県富津市鶴岡

１００ ９．２

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
設　計　区　間

千葉県君津市三直

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） ―２．５０１．２５×２ ――

―

　摘　要

１．７５×２

―

土工（掘割）部分

左　側

３．５０

橋梁高架部分

（中小橋）

２

往復分離しない区間

３．５０

―
トンネル部分

１．７５×２

車線

工事施工

４

摘 要

車線

計 右　側

設　計　区　間

千葉県君津市三直

用地買収

構造による区分

千葉県富津市鶴岡

―

―

―

往復分離する区間

―

―

―

左　側

―

―

計



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

君津インターチェンジ

富津中央インターチェンジ

（４）　工事予算

４４，６１０ 百万円（消費税込み）

接続の位置

三直

立体接続

千葉県富津市 立体接続一般国道１２７号

備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

県道君津鴨川線

鶴岡

千葉県君津市



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （君津ＩＣランプ切替）

平成 年 月 日 （君津ＩＣランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

４

３１３２４

１９ ７ ４

４

３０

５

１８

１２

１１

１９ １３



別紙１－１５

（埼玉県三郷市鷹野三丁目から千葉県松戸市三矢小台二丁目まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市鷹野三丁目 から

千葉県松戸市三矢小台二丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

８０

設　計　区　間

５．４

埼玉県三郷市鷹野三丁目

千葉県松戸市三矢小台二丁目

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

土工（掘割）部分

４

往復分離しない区間

―

―

橋梁高架部分

（中小橋） ― ―

２．５０×２ ―

計

車線

往復分離する区間

左　側

車線 ４

摘 要
構造による区分

千葉県松戸市三矢小台二丁目

―

―
トンネル部分

―

計

５．００２．５０×２

―

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

５．００

設　計　区　間

埼玉県三郷市鷹野三丁目

用地買収 　摘　要工事施工

―

―

――



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷南インターチェンジ

松戸インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

１３１，０７０ 百万円（消費税込み）

一般国道２９８号

鷹野三丁目

立体接続

千葉県松戸市

路線名

一般国道２９８号

他の道路の 接続の位置

立体接続

三矢小台二丁目

埼玉県三郷市

備　　　考接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２

３１

１２

２８

１

３



別紙１－１６

（千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県松戸市三矢小台二丁目 から

千葉県市川市高谷 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１０．１

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

千葉県市川市高谷

８０



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０×２（長大橋）

（中小橋）

橋梁高架部分

車線

２．５０×２

― ―

―

――

――

　摘　要設　計　区　間

土工（掘割）部分

トンネル部分

左　側

千葉県松戸市
三矢小台二丁目

用地買収

往復分離しない区間

―

左　側 計

千葉県市川市高谷

工事施工

４

往復分離する区間構造による区分
摘 要

４

右　側

車線

―

―

計

５．００ ―

―

―

橋梁高架部分

―

―５．００

―



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

松戸インターチェンジ（仮称）

市川北インターチェンジ（仮称）

市川南インターチェンジ（仮称）

京葉ジャンクション（仮称）

高谷インターチェンジ（仮称）

高谷ジャンクション（仮称）

高谷ジャンクション（仮称）

千葉県松戸市

東関東自動車道 千葉県市川市 立体接続

高谷

備　　　考接続の方法接続の位置

三矢小台二丁目

立体接続

千葉県市川市 立体接続

国分

千葉県市川市

立体接続

他の道路の

路線名

一般国道２９８号

一般国道２９８号

一般国道２９８号

立体接続

平田

高谷

一般国道１４号 千葉県市川市

（京葉道路） 稲荷木

一般国道２９８号 千葉県市川市 立体接続

高谷

県道高速湾岸線 千葉県市川市 立体接続



（４）　工事予算

７５６，４５５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （京葉JCT施工に伴う京葉道路切替）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２１

１

１０

２８ ３

８

３１

１３



別紙１－１7

（茨城県鉾田市飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県鉾田市飯名 から

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要

茨城県鉾田市飯名

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

１００ ８．８

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

――

橋梁高架部分

― ―

１．７５×２

―

―

― ――

―

設　計　区　間

茨城県鉾田市飯名

用地買収

―

―

―

―３．５０

車線

　摘　要

４

工事施工

計

車線

摘 要
構造による区分

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

橋梁高架部分

（中小橋）

２

―

―

計

―

トンネル部分

―

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

左　側

（長大橋）

往復分離する区間

左　側 右　側



（ト）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鉾田インターチェンジ（仮称）

茨城空港北インターチェンジ

（４）　工事予算

２４，２９０ 百万円（消費税込み）

茨城県鉾田市

県道茨城鹿島線

飯名

茨城町大字鳥羽田

立体接続

備　　　考

茨城県東茨城郡 立体接続

路線名

県道小川鉾田線

接続の方法接続の位置他の道路の



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８

３１

１１

２８

１

３



別紙１－１８

（茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田から茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴まで）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 から

茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００ ８．８

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

摘　　要設　計　区　間
設計速度

茨城県東茨城郡茨城町
大字小鶴



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２

―２．５０１．２５×２（長大橋）

１．７５×２

―
トンネル部分

―

橋梁高架部分

―

　摘　要

土工（掘割）部分

摘 要

設　計　区　間

車線

構造による区分

―

計

３．５０

―

用地買収

右　側

―

―

―

橋梁高架部分

４
茨城県東茨城郡茨城町

大字小鶴

左　側 計左　側

―

―

２

往復分離する区間

―

―

工事施工

往復分離しない区間

３．５０

車線

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

―（中小橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茨城空港北インターチェンジ

茨城町ジャンクション

（４）　工事予算

２４，１４３ 百万円（消費税込み）

接続の方法

立体接続

茨城県東茨城郡 立体接続

茨城町大字小鶴

茨城県東茨城郡

茨城町大字鳥羽田

接続の位置 備　　　考他の道路の

路線名

県道茨城鹿島線

北関東自動車道



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完了）

１１

２２

１

３

２４ ３１

８

６

３



別紙１－１９

（群馬県伊勢崎市三和町から群馬県太田市東今泉町まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 群馬県伊勢崎市三和町 から

群馬県太田市東今泉町 まで

（ロ）　延　　　　長 １６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

群馬県伊勢崎市三和町

群馬県太田市東今泉町

１００ １６．０

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

構造による区分

トンネル部分

―

―

―３．５０

左　側

往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

計

車線

計左　側

土工（掘割）部分

―

―

２．５０×２

５．００

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―

群馬県伊勢崎市三和町

用地買収 　摘　要

４ 車線 ４

群馬県太田市東今泉町

工事施工設　計　区　間

右　側

―

―

―

２．５０×２

―

――

――

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

伊勢崎インターチェンジ

太田藪塚インターチェンジ

太田桐生インターチェンジ

（４）　工事予算

８６，９０９ 百万円（消費税込み）

一般国道１２２号

接続の位置他の道路の

路線名

一般国道１７号

備　　　考接続の方法

群馬県太田市

群馬県伊勢崎市

三和町

一般県道大原境三ツ木線

立体接続

東今泉町

立体接続

群馬県太田市 立体接続

大原町



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （伊勢崎ＩＣランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）２７

８

２０

５

１０

１９

１

１２

２０ ３

３１３



別紙１－２０

（群馬県太田市東今泉町から栃木県足利市菅田町まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 群馬県太田市東今泉町 から

栃木県足利市菅田町 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

栃木県足利市菅田町

１００ １０．３

群馬県太田市東今泉町



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．７５×２（長大橋）

橋梁高架部分

設　計　区　間

左　側 計

車線

計

構造による区分

栃木県足利市菅田町

３．００１．２５

２．５０×２

１．７５

３．７５

３．５０

工事施工 用地買収 　摘　要

２．５０×２

摘 要

４ 車線

往復分離しない区間

群馬県太田市東今泉町

２．５０

４

右　側

１．２５ ３．７５

往復分離する区間

左　側

２．００

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０

１．００ １．００

１．２５

―

土工（掘割）部分

５．００

―
トンネル部分

５．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

太田桐生インターチェンジ

足利インターチェンジ

（４）　工事予算

５３，４０１ 百万円（消費税込み）

栃木県足利市 立体接続一般国道２９３号

菅田町

群馬県太田市

東今泉町

備　　　考

立体接続

他の道路の

路線名

一般国道１２２号

接続の位置 接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１９

１０

２３

４

３

３ ３１２６

１７



別紙１－２１

（栃木県足利市菅田町から栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県足利市菅田町 から

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 まで

（ロ）　延　　　　長 １３．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

延　　長
摘　　要設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

栃木県足利市菅田町

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

１００ １３．６



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０×２

―

３．７５
土工（掘割）部分

往復分離しない区間

１．７５３．５０

工事施工

摘 要

１．００

２．５０

２．００

１．２５

１．００

栃木県下都賀郡岩舟町
大字小野寺

４ 車線

構造による区分

計左　側 右　側

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４ 車線

計

往復分離する区間

左　側

設　計　区　間

栃木県足利市菅田町

用地買収 　摘　要

（長大橋）

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

橋梁高架部分

３．７５１．２５

１．７５×２ ３．００１．２５

２．５０



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足利インターチェンジ

佐野田沼インターチェンジ

岩舟ジャンクション

（４）　工事予算

７６，１４４ 百万円（消費税込み）

東北縦貫自動車道

一般国道２９３号 栃木県足利市

小見町

備　　　考

立体接続

路線名

立体接続

菅田町

弘前線 岩舟町大字小野寺

栃木県下都賀郡

県道佐野田沼線

立体接続

栃木県佐野市

他の道路の 接続の方法接続の位置



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （岩舟JCT施工に伴う東北道の切替）

平成 年 月 日 （佐野田沼IC～岩舟JCT供用開始）

平成 年 月 日 （足利IC～佐野田沼IC供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２８ ３ ３１

２３ ３ １９

２２ ４ １７

１９

１

９

２０

５



別紙１－２２

（栃木県河内郡上三川町大字磯岡から栃木県真岡市長田まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県河内郡上三川町大字磯岡 から

栃木県真岡市長田 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

７．５

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

栃木県真岡市長田

１００

摘　　要



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

３．００１．２５１．７５３．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

―２．５０×２

―

―５．００

摘 要

４

計計 左　側

車線

２．５０

設　計　区　間

栃木県河内郡上三川町
大字磯岡

用地買収 　摘　要

右　側

構造による区分

栃木県真岡市長田

３．７５

―

―

―

１．２５

左　側

―

橋梁高架部分

（中小橋） ５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

土工（掘割）部分

工事施工

往復分離しない区間

車線

往復分離する区間

４

１．７５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

宇都宮上三川インターチェンジ

真岡インターチェンジ

（４）　工事予算

３２，１７０ 百万円（消費税込み）

一般国道４０８号

上三川町大字磯岡

長田

備　　　考接続の方法

栃木県真岡市 立体接続

他の道路の

路線名

一般国道４号

接続の位置

栃木県河内郡 立体接続



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２０

１

３

２２ ３ ３０

２０

１５



別紙１－２３

（栃木県真岡市長田から茨城県桜川市長方まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県真岡市長田 から

茨城県桜川市長方 まで

（ロ）　延　　　　長 １４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１４．９

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県真岡市長田

茨城県桜川市長方

１００



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

―３．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側

――

―

１．００

２．５０

―

２．００

設　計　区　間

栃木県真岡市長田

用地買収 　摘　要

計計

１．２５

１．００

―

左　側

車線

右　側

構造による区分

茨城県桜川市長方

５．００

摘 要

２．５０×２

―

３．７５

工事施工

往復分離しない区間

車線

往復分離する区間

４４

―
トンネル部分

２．５０×２

土工（掘割）部分

１．７５×２

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

真岡インターチェンジ

桜川筑西インターチェンジ

（４）　工事予算

４９，１８６ 百万円（消費税込み）

長方

茨城県桜川市

備　　　考接続の方法

立体接続

接続の位置

立体接続

他の道路の

路線名

一般国道４０８号 栃木県真岡市

一般国道５０号

長田



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１７

２０

１０

２０

４

１２

２４ ３ ３１



別紙１－２４

（茨城県桜川市長方から茨城県笠間市福原まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県桜川市長方 から

茨城県笠間市福原 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

茨城県桜川市長方

茨城県笠間市福原

１００ ８．９



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

往復分離しない区間 往復分離する区間

橋梁高架部分

（中小橋）

土工（掘割）部分

トンネル部分

計

２．５０×２ ―５．００

摘 要
構造による区分

茨城県笠間市福原

左　側左　側 計

４ ４

右　側

１．２５

１．００

―

橋梁高架部分

設　計　区　間

茨城県桜川市長方

用地買収 　摘　要

車線

工事施工

車線

２．５０×２

― ２．００

３．７５

―

５．００

１．００

２．５０

――

―

―３．５０１．７５×２（長大橋）



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桜川筑西インターチェンジ

笠間西インターチェンジ

（４）　工事予算

３８，０１７ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

一般国道５０号

接続の位置

茨城県桜川市

長方

福原

備　　　考接続の方法

立体接続

茨城県笠間市 立体接続県道土浦笠間線



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

２０

１

４

２３ ３ ３０

２０

１２



別紙１－２５

（茨城県笠間市福原から茨城県笠間市平町まで）に関する

北関東自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県笠間市福原 から

茨城県笠間市平町 まで

（ロ）　延　　　　長 ９．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県笠間市福原

茨城県笠間市平町

摘　　要設　計　区　間
設計速度

１００ ９．１



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

２．５０×２

トンネル部分

―

１．００

２．５０５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

土工（掘割）部分

５．００

―

摘 要

―

計

往復分離しない区間 往復分離する区間

２．５０×２

４ 車線

構造による区分

茨城県笠間市平町

右　側

１．２５

１．００

―

橋梁高架部分

（長大橋）

左　側 計 左　側

設　計　区　間

茨城県笠間市福原

用地買収 　摘　要工事施工

４ 車線

２．００

３．７５

―

―

――３．５０１．７５×２



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

笠間西インターチェンジ

友部インターチェンジ

（４）　工事予算

２７，４６４ 百万円（消費税込み）

他の道路の

路線名

県道土浦笠間線

接続の位置

茨城県笠間市

福原

平町

備　　　考接続の方法

立体接続

茨城県笠間市 立体接続一般国道３５５号



（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０

１９

１

１１

２２ ３ ３０

２０

１４



別紙１－２６

北海道縦貫自動車道函館名寄線（八雲PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道二海郡八雲町

（３）　工事予算

９５５ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０２１ １０

３３ ３ ３１

５ １２ ４



別紙１－２７

北海道縦貫自動車道函館名寄線（黒松内JCT）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道寿都郡黒松内町字東川

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

黒松内ジャンクション

備　　　考他の道路の 接続の位置

一般国道５号 北海道寿都郡 立体接続

接続の方法

黒松内町字東川

路線名



（４）　工事予算

１，９６６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）２５ ３ ３１

１２

２１ １１ ７

１ １８



別紙１－２８

北海道縦貫自動車道函館名寄線（虻田洞爺湖IC）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道虻田郡洞爺湖町三豊

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

虻田洞爺湖インターチェンジ

路線名

一般国道２３０号 北海道虻田郡

洞爺湖町三豊

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

２，９９６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）２２ ３ ３０

１４ ４ ９

１９ １２ ２１



別紙１－２９

北海道縦貫自動車道函館名寄線（剣淵PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道上川郡剣淵町

（３）　工事予算

１，３０４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

５ １２ ４



別紙１－３０

北海道横断自動車道黒松内釧路線（銭函ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道小樽市星野町

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

銭函インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

道道銭函インター線 北海道小樽市 立体接続

星野町



（４）　工事予算

５，４５５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８ ７ ３１

３１ ３ ３１



別紙１－３１

北海道横断自動車道黒松内釧路線（手稲ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道札幌市手稲区富丘

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

手稲インターチェンジ

手稲区富丘

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

市道手稲インター線 北海道札幌市 立体接続



（４）　工事予算

８７３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ １ １８

３１ ３ ３１



別紙１－３２

北海道横断自動車道黒松内釧路線（由仁PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道夕張郡由仁町

（３）　工事予算

１，１９６ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２４ ３ ３１

１１ １ ８



別紙１－３３

北海道横断自動車道黒松内釧路線（占冠PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道勇払郡占冠村

（３）　工事予算

１，２２７ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２４ ３ ３１

１１ １ ８



別紙１－３４

北海道横断自動車道黒松内北見線（本別ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町勇足

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別ジャンクション

黒松内釧路線 本別町勇足

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

北海道横断自動車道 北海道中川郡 立体接続



（４）　工事予算

１，３４６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

５ １２ ４

３３ ３ ３１



別紙１－３５

北海道横断自動車道黒松内釧路線（本別ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）　工事の箇所

北海道中川郡本別町共栄

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本別インターチェンジ

本線（新直轄）

黒松内釧路線 本別町共栄

道道本別インター線 北海道中川郡

本別町共栄

北海道横断自動車道 北海道中川郡 平面接続

路線名

立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

４４３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２１

２４ ３ ３１

５ １２ ４

２１ １１



別紙１－３６

北海道横断自動車道黒松内北見線（足寄ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）　工事の箇所

北海道足寄郡足寄町郊南

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

足寄インターチェンジ

本線（新直轄）平面接続

黒松内北見線 足寄町郊南

立体接続

北海道横断自動車道 北海道足寄郡

足寄町郊南

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

一般国道２４２号 北海道足寄郡



（４）　工事予算

１，１１６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３３ ３ ３１

５ １２ ４



工事の内容

別紙１－３７

東北縦貫自動車道弘前線

（東京都練馬区大泉町五丁目から埼玉県川口市赤芝新田まで）（改築）に関する



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

東京都練馬区大泉町五丁目 から

埼玉県川口市赤芝新田 まで

（３）　工事予算

１２，５６５ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

８ ７ ３１

３１３３１



東北縦貫自動車道弘前線 （久喜白岡ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－３８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市下早見

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション

（首都圏中央連絡自動車道） 下早見

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

路線名

一般国道４６８号 埼玉県久喜市



（４）　工事予算

１１，９１０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１６

２３

６

３１

５

２９

２９

２５ ３



東北縦貫自動車道弘前線 （久喜白岡ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－３９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市下早見

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

久喜白岡ジャンクション

備　　　考

立体接続

（首都圏中央連絡自動車道） 下早見

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 埼玉県久喜市



（４）　工事予算

９，８１１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３

２９

３１

１６

２５

６



別紙１－４０

（栃木県矢板市大槻から栃木県矢板市片岡まで）（改築）に関する

東北縦貫自動車道弘前線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 栃木県矢板市大槻 から

栃木県矢板市片岡 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１．７１００

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

栃木県矢板市大槻

栃木県矢板市片岡



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

橋梁高架部分

（長大橋） - －-

　摘　要

栃木県矢板市大槻

用地買収

構造による区分

栃木県矢板市片岡

付加車線事業

工事施工

往復分離しない区間

計

設　計　区　間

車線４ 車線 ４

左　側 計

２．５０

－

２．５０

－

－

土工（掘割）部分
－

－

－

橋梁高架部分

（中小橋）

トンネル部分

２．５０

２．５０

－

摘 要

－

－

－

往復分離する区間

－

－

－

左　側 右　側



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１，７０９ 百万円（消費税込み）

-

備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

-

接続の位置

-



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１６

２２

６

７

３１２５ ３

２９

１６



別紙１－４１

工事の内容

東北縦貫自動車道弘前線 （黒磯板室ＩＣ）に関する



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県那須塩原市中内

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

黒磯板室インターチェンジ

鹿野崎

路線名

県道大田原高林線 栃木県那須塩原市

備　　　考他の道路の 接続の位置 接続の方法

立体接続



（４）　工事予算

１，０９３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０３

２９

２９

１６

２１

６

３

２２



別紙１－４２

東北縦貫自動車道弘前線(福島ＪＣＴ)に関する

工事の内容



１．工事の内容

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

福島県福島市笹谷

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日
②工事の完成予定年月日 年 月 日 　

５，３００

平成 １８ ４

福島県福島市笹谷 平面接続 福島ジャンクション（仮称）

路線名

東北中央自動車道

平成 ２９ ３ ３１
１９

相馬尾花沢線

接続の方法 備　　　考接続の位置他の道路の



別紙１－４３

東北縦貫自動車道弘前線
(宮城県白石市福岡深谷から宮城県仙台市太白区茂庭まで)（改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容

（１）　路線名

（２）　工事の箇所

宮城県白石市福岡深谷 から

宮城県仙台市太白区茂庭 まで

（３）工事予算

百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

７ １６

２，１００

２５ ３ ３１

東北縦貫自動車道弘前線

１６ ６ ２９

２２



別紙１－４４

東北縦貫自動車道弘前線（富谷ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県黒川郡富谷町穀田



（３）　工事方法

　　 （イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

一般国道４７号 宮城県黒川郡 立体接続

２９

富谷町穀田

１６ ６

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（仙台北部道路）

２２

備　　　考

３

２，９２７

２３ ９ ３０

２７

富谷ジャンクション

路線名



別紙１－４５

東北縦貫自動車道弘前線（小坂ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

秋田県鹿角郡小坂町小坂



（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １８ 年 ４ 月 １９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日 　

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　　考

小坂町小坂

５，９４２

日本海沿岸東北自動車道 秋田県鹿角郡 平面接続 小坂ジャンクション(仮称)

路線名



別紙１－４６

東北縦貫自動車道八戸線（八戸JCT）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道八戸線

（２）　工事の箇所

青森県八戸市坂牛



（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１，４０８ 百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ６ 年 ９ 月 ２０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２６ 年 ３ 月 ３１ 日 　

立体接続 八戸ジャンクション

接続の位置 接続の方法 備　　　　考他の道路の路線名

一般国道４５号 青森県八戸市坂牛



別紙１－４７

東北横断自動車道釜石秋田線（東和ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）　工事の箇所

岩手県花巻市東和町安俵

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の路線名 接続の位置

本線東北横断自動車道釜石秋田線 岩手県花巻市東和町安俵 平面接続

（新直轄）

備　　　　考

県道北上東和線 岩手県花巻市東和町安俵 立体接続 東和インターチェンジ

接続の方法



（４）　工事予算

１,４６８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２５ 年 ３ 月 ３１ 日 　



別紙１－４８

東北横断自動車道酒田線（鶴岡ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道酒田線

（２）　工事の箇所

山形県鶴岡市山田



（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

６，８８５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成１８年　４月１９日

②工事の完成予定年月日 平成２４年　３月３１日 　

日本海沿岸東北自動車道 山形県鶴岡市山田 平面接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

鶴岡ジャンクション（仮称）

備　　　考

路線名



別紙１－４９

（福島県いわき市好間町榊小屋から福島県いわき市三和町合戸まで）に関する

東北横断自動車道いわき新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県いわき市好間町榊小屋 から

福島県いわき市三和町合戸 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

２４５ 

設　計　区　間
設計速度

福島県いわき市
好間町榊小屋

福島県いわき市
三和町合戸

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

４．１

摘　　要
延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

　摘　要

８０

４ 車線
福島県いわき市

三和町合戸

設　計　区　間 用地買収

福島県いわき市
好間町榊小屋

工事施工

車線４ ４車線化



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

トンネル部分

左　側

構造による区分

１．７５×２

－

１．７５×２ ２．７５

－

１．００

０．７５

計

橋梁高架部分

０．７５

－ －

１．５０

右　側

３．５０

（中小橋） ３．５０

往復分離しない区間
摘 要

往復分離する区間

計

橋梁高架部分

１．２５×２

左　側

１．７５
土工（掘割）部分

－

－

－

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（長大橋）

－

２．５０

－－－

備　　　考

－



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８

２

１１

２０

１

１０

２０ １１ ３０

１１２１ ３０

５，３９６



別紙１－５０

（福島県田村郡小野町大字夏井から福島県田村郡小野町大字小野赤沼まで）に関する

東北横断自動車道いわき新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡小野町大字夏井 から

福島県田村郡小野町大字小野赤沼 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４

　摘　要

８０

車線

延　　長
摘　　要設　計　区　間

設計速度

福島県田村郡
小野町大字夏井

４

工事施工

福島県田村郡
小野町大字夏井

用地買収

２４５

車線 ４車線化

福島県田村郡
小野町大字小野赤沼

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

７．２

設　計　区　間

福島県田村郡
小野町大字小野赤沼



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

－－－

備　　　考

－

路線名

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（長大橋） ２．５０ －

－

－ －

－

土工（掘割）部分
３．５０

計計

－

往復分離しない区間

－

３．５０ －

往復分離する区間

左　側 右　側
摘 要

－

（中小橋）

１．７５×２ －

構造による区分

橋梁高架部分

トンネル部分

左　側

１．７５×２

－ －

橋梁高架部分

１．２５×２ －

－



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０

４，７４８

１１

２０

１

９

２０ １１ ３０

２１ １１

１８

５



別紙１－５１

（福島県田村郡小野町大字飯豊から福島県田村郡小野町大字吉野辺まで）に関する

東北横断自動車道いわき新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡小野町大字飯豊 から

福島県田村郡小野町大字吉野辺 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

福島県田村郡小野町大字吉野辺

４車線化

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設計速度

福島県田村郡小野町大字飯豊

４ 車線４

摘　　要設　計　区　間

福島県田村郡小野町大字吉野辺

８０

福島県田村郡小野町大字飯豊

車線



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

橋梁高架部分

１.２５×２

路線名

－

接続の位置 接続の方法

-２．５０（長大橋）

－ － －

- -

備　　　考他の道路の

構造による区分 往復分離しない区間

-

-

- -

右　側 計
摘 要

--

--

-

橋梁高架部分

（中小橋）

往復分離する区間

トンネル部分

左　側

土工（掘割）部分

計 左　側

１．７５×２ -

-

３．５０

-

-



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）１９ １１ ３０

２，５９９

１１

１８

１

７

１８ １１ ２２

１８

１９



別紙１－５２

（福島県田村市船引町堀越から福島県田村市船引町春山まで）に関する

東北横断自動車道いわき新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村市船引町堀越 から

福島県田村市船引町春山 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 　２４５　ｋＮ　　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 　メートル

（ホ）　車線数

から

まで

車線

３．５０

設　計　区　間 工事施工 用地買収

４ 車線 ４

　摘　要

４車線化

設　計　区　間 摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ６．３

福島県田村市船引町堀越

福島県田村市船引町春山

福島県田村市船引町堀越

延　　長設計速度

福島県田村市船引町春山



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

- -

- - -

橋梁高架部分

（中小橋） -

備　　　考

－

トンネル部分
- - -

- - -

右　側
摘 要

-

橋梁高架部分

計 計

１．７５×２

左　側

往復分離する区間

左　側

－

-

－ －

- -

土工（掘割）部分
３．５０

構造による区分 往復分離しない区間

（長大橋） １.２５×２ ２．５０

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１７

１８

１

１１

１９

１

８

１９

２０ ３ ３０

３，４１３

１１



別紙１－５３

（福島県田村郡三春町大字芹ケ沢から福島県郡山市西田町大田まで）に関する

東北横断自動車道いわき新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 福島県田村郡三春町大字芹ケ沢 から

福島県郡山市西田町大田 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．９ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ロ）　設計速度

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 メートル

（ホ）　車線数

から

まで

　　　３．５０

福島県田村郡三春町大字芹ケ沢

設　計　区　間 摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

８０ ４．９

４

延　　長設計速度

福島県郡山市西田町大田

福島県郡山市西田町大田

福島県田村郡三春町大字芹ケ沢

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

車線 ４ 車線 ４車線化



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（ト）　付加車線の標準幅員 - メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

トンネル部分

往復分離しない区間

土工（掘割）部分
- -

左　側 計

１．７５×２

- -

３．５０

-

備　　　考

－

-

構造による区分

他の道路の

－

接続の方法

-

橋梁高架部分

左　側 右　側

（中小橋）

- - - - -

--

摘 要
往復分離する区間

-

計

路線名

－

-

接続の位置

橋梁高架部分

（長大橋） １.２５×２ ２．５０

－



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２０

１

１１

２０ １１

２２ ３ ３０

２，８０１

１４

１８

１４



別紙１－５４

日本海沿岸東北自動車道（豊栄SA）に関する

　

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

　 新潟県新潟市 　

　 　 　

（３）　工事予算

　 　

４００ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

５

２６

１２

３

４

３１



別紙１－５５

日本海沿岸東北自動車道（岩城ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県由利本荘市岩城内道川



（３）　工事方法

（イ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 ５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （岩城ICランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０

１９

２０

岩城内道川

１，１４７

７

１７

２

１９ ９

３

接続の位置 接続の方法 備　　　　考

県道雄和岩城線 秋田県由利本荘市 立体接続 岩城インターチェンジ

路線名

他の道路の



別紙１－５６

日本海沿岸東北自動車道（雄和PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

秋田県秋田市

（３）　工事予算

百万円　　（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １０ 年 ４ 月 ３０ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３３ 年 ３ 月 ３１ 日 　

１，２６０



別紙１－５７

東北中央自動車道相馬尾花沢線（山形ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の箇所

山形県山形市

（３）　工事予算

１，７８６ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １５ 年 １２ 月 ４ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ３１ 年 ３ 月 ３１ 日 　



別紙１－５８

（山形県天童市大字大町から山形県東根市大字羽入まで）（改築）に関する

東北中央自動車道相馬尾花沢線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 山形県天童市大字大町 から

山形県東根市大字羽入 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１００
山形県東根市

大字羽入

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

山形県天童市
大字大町

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

設計速度
摘　　要

延　　長

１．７



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－－

－

－－ －

土工（掘割）部分

１．７５

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋）

－

橋梁高架部分

（中小橋） －１．７５

４ 車線 ４ 付加車線事業

用地買収 　摘　要

往復分離しない区間

計

－

－ －－ －

車線

往復分離する区間

－

－

計左　側

設　計　区　間 工事施工

－２．５０

摘 要

２．５０

右　側

山形県天童市
大字大町

山形県東根市
大字羽入

構造による区分

左　側



（ト）　中央帯の標準幅員

－ メートル

（チ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

３，６５９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

（新直轄）

東北中央自動車道相馬尾花沢線 山形県東根市大字羽入 平面接続 本線

東根インターチェンジ

接続の方法他の道路の路線名

国道２８７号 山形県東根市大字羽入 立体接続

接続の位置 備　　　　考

  ５

２８

１２

 　３

  ４

３１



関越自動車道新潟線 （鶴ヶ島ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－５９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の箇所

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鶴ヶ島ジャンクション

備　　　考

立体接続

大字藤金

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

一般国道４６８号 埼玉県鶴ヶ島市



（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３１

２０

２０ ３ ２９

２，９１３

６２ １

２５ ３



別紙１－６０

（埼玉県坂戸市大字戸口から埼玉県坂戸市大字中里まで）（改築）に関する

関越自動車道新潟線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県坂戸市大字戸口 から

埼玉県坂戸市大字中里 まで

（ロ）　延　　　　長 １．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

１．２

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

埼玉県坂戸市大字戸口

埼玉県坂戸市大字中里

１２０



（ハ）　設計自動車荷重２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．００ メートル（登坂車線）

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

－- －－

　摘　要

１．７５

工事施工

往復分離しない区間

計

車線 付加車線事業

埼玉県坂戸市大字中里

－

橋梁高架部分

６ 車線

－

－

左　側 計

１．７５

－

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋）

－

１．７５

摘 要

－

右　側

設　計　区　間

６

構造による区分

埼玉県坂戸市大字戸口

用地買収

１．７５

－

－

往復分離する区間

－

－

左　側

－

（長大橋） -



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２，９００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２９

３１

１６

２６

６

３

--

接続の位置 備　　　考接続の方法他の道路の

路線名

-



別紙１－６１

関越自動車道新潟線

（埼玉県深谷市畠山から群馬県渋川市八木原まで）（改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（ロ）　延　　　　長 埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田 から

群馬県渋川市八木原 まで

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 １ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ ２．６ キロメートル

Ⅱ １．７ キロメートル

Ⅲ １．８ キロメートル

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

Ⅰ １２０ ２．６

Ⅱ １２０ １．７

Ⅲ
群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

１２０ １．８



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル （ただし、Ⅰ埼玉県深谷市本田から埼玉県深谷市黒田までは３．００メートル（登坂車線））

（ホ）　車線数

埼玉県深谷市本田 から

埼玉県深谷市黒田 まで

埼玉県本庄市児玉町高関 から

埼玉県児玉郡上里町大字嘉美 まで

から

群馬県渋川市八木原 まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間 工事施工 用地買収 　摘　要

Ⅰ ６ 車線 ６ 車線 付加車線事業

Ⅱ ６ 車線 ６ 車線 付加車線事業

Ⅲ
群馬県北群馬郡吉岡町大字下野田

４ 車線 ４ 車線 付加車線事業

構造による区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
摘　要

左　側 計 左　側 計 左　側 計

土工（掘割）部分 １．７５ １．７５ ２．５０ ２．５０ ２．５０ ２．５０

トンネル部分 － － － － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５ １．７５ － － ２．５０ ２．５０

橋梁高架部分
（長大橋）

１．５０ １．５０ ２．５０ ２．５０ － －



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

７，１００ 百万円（消費税込み）

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名

－ － －



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （本庄児玉IC　供用開始）

平成 年 月 日 （花園IC、渋川伊香保IC　供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１６ ６ ２９

２８ ３ ３１

２２ １２ １７

２３ ３ １７



別紙１－６２

関越自動車道上越線 （佐久小諸ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の箇所

長野県小諸市御影新田

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

御影新田

平面接続

備　　　考

佐久小諸ジャンクション

他の道路の 接続の位置 接続の方法

路線名

（新直轄）

中部横断自動車道 長野県小諸市



（４）　工事予算

７，６２８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８

２３

４

３

１９

２６

２４ ３ ３１



別紙１－６３

（長野県中野市大字永江から長野県上水内郡信濃町大字富濃まで）に関する

関越自動車道上越線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　上越線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 長野県中野市大字永江 から

長野県上水内郡信濃町大字富濃 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

長野県中野市大字永江

長野県上水内郡信濃町大字富濃

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０ ８．６



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

１．５０

２．７５

往復分離する区間

－

０．７５

１．７５

左　側

１．００

摘 要

トンネル部分

－

０．７５

－

橋梁高架部分

（中小橋）

右　側

－－

－

車線

－

４

　摘　要

土工（掘割）部分

長野県中野市大字永江

用地買収

構造による区分

長野県上水内郡信濃町大字富濃

左　側 計

－

－

工事施工

往復分離しない区間

計

４車線化４

設　計　区　間

車線

２．２５１．００（長大橋）

橋梁高架部分

－

１．２５－



（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

２３，８６２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

他の道路の

路線名

－ －

備　　　考

２１ １１

２２ １１

－

接続の位置

３０

８

２４

接続の方法

１１

２１

１

８

１９



別紙１－６４

常磐自動車道

（埼玉県川口市赤芝新田から埼玉県三郷市番匠免二丁目まで）（改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県川口市赤芝新田 から

埼玉県三郷市番匠免二丁目 まで

（３）　工事予算

９，０３０ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３

３１

３１

８

３１

７



常磐自動車道 （八潮PA）に関する

工事の内容

別紙１－６５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県八潮市

（３）　工事予算

２４，７２４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ １ １８

３１３２８



常磐自動車道 （つくばＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－６６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県つくば市梶内

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくばジャンクション

梶内

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

立体接続

路線名

一般国道４６８号 茨城県つくば市

（首都圏中央連絡自動車道）



（４）　工事予算

２，０４５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完了）２３ ３ ３０

４

１８

２４

１２

２２

１



別紙１－６７

常磐自動車道（楢葉PA）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

 福島県双葉郡楢葉町

（３）　工事予算

１，４１１ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３１

４５

２４

１２

３



別紙１－６８

常磐自動車道(鹿島ＳＡ)に関する

工事の内容



１．工事の内容

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

福島県南相馬市

（３）　工事予算

百万円 （消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 年 月 日

１７

１，８３６

平成 １０

平成 ２７ ３ ３１

４



別紙１－６９

常磐自動車道（亘理ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

宮城県亘理郡亘理町

（３）　工事予算

１,５００ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 １６ 年 ６ 月 ２９ 日

②工事の完成予定年月日 平成 ２７ 年 ３ 月 ３１ 日



東関東自動車道千葉富津線 （木更津ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－７０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の箇所

千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

木更津ジャンクション

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 犬成犬成笹子両村新田

備　　　考

路線名

一般国道４６８号 千葉県木更津市 立体接続



（４）　工事予算

３，６５８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

９４１４

１９ ３ ２１

２１ ３ ３０



別紙１－７１

東関東自動車道千葉富津線

 （千葉県木更津市羽鳥野一丁目から千葉県木更津市羽鳥野二丁目まで）（改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の箇所

千葉県木更津市羽鳥野一丁目 から

千葉県木更津市羽鳥野二丁目 まで

（３）　工事予算

１５０ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８ ４ １

１９

９

１３

３０１９

４



別紙１－７２

（埼玉県三郷市番匠免二丁目から埼玉県三郷市鷹野三丁目まで）（一次改築）に関する

東関東自動車道水戸線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

４．１

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要設　計　区　間

設計速度

埼玉県三郷市鷹野三丁目

８０

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

用地買収

５．００

摘 要

工事施工

埼玉県三郷市鷹野三丁目

―

　摘　要

４

左　側 右　側 計

車線

計

構造による区分

設　計　区　間

埼玉県三郷市番匠免二丁目

車線 ４

往復分離しない区間 往復分離する区間

左　側

―（中小橋）

橋梁高架部分

２．５０×２

―

土工（掘割）部分
―

―

―

５．００

―

―

―

―

―

―

―

―

―

トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋） ２．５０×２ ―



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続 三郷南インターチェンジ

鷹野三丁目

（４）　工事予算

４９５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

１０

２２

１

３

２０

３０

備　　　考接続の位置

路線名

他の道路の 接続の方法



別紙１－７３

東関東自動車道水戸線

（埼玉県三郷市番匠免二丁目から埼玉県三郷市鷹野三丁目まで）(二次改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

（３）　工事予算

１，７０４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１０ １ ２０

３１３３１



東関東自動車道水戸線 （三郷ＪＣＴ（一次改築））に関する

工事の内容

別紙１－７４



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名



（４）　工事予算

５９６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日２３ ３ ３０

１２１１２



東関東自動車道水戸線 （三郷ＪＣＴ（ 二次改築））に関する

工事の内容

別紙１－７５



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市番匠免二丁目

（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

常磐自動車道 埼玉県三郷市 立体接続 三郷ジャンクション

一般国道２９８号 番匠免二丁目

県道高速足立三郷線

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考

路線名



（４）　工事予算

１９，６６８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２

２８

１

３ ３１

１２



東関東自動車道水戸線 （三郷第二IC）に関する

工事の内容

別紙１－７６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市谷口

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

三郷第二インターチェンジ（仮称）

備　　　考

路線名

一般国道２９８号 埼玉県三郷市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法

谷口



（４）　工事予算

２，２０１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２

３１

１２

２８

１

３



別紙１－７７

東関東自動車道水戸線 （谷津船橋ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県習志野市谷津

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

谷津船橋インターチェンジ（仮称）

谷津船橋インターチェンジ（仮称）

他の道路の

谷津

谷津

県道千葉船橋海浜線 千葉県習志野市 立体接続

備　　　考接続の位置 接続の方法

立体接続

路線名

一般国道３５７号 千葉県習志野市



（４）　工事予算

２，３３４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３１３２５

１９ ４ １３



東関東自動車道水戸線 （酒々井ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－７８



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県印旛郡酒々井町尾上

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

酒々井インターチェンジ(仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法

尾上

備　　　考

路線名

県道富里酒々井線 千葉県印旛郡酒々井町 立体接続



（４）　工事予算

１，３９６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１６ ６ ２９

３１３２５



東関東自動車道水戸線 （大栄ＪＣＴ）に関する

工事の内容

別紙１－７９



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション(仮称）

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

立体接続



（４）　工事予算

４，３４７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１６ ６ ２９

２５ ３ ３１



東関東自動車道水戸線（大栄ＪＣＴ）（改築）に関する

工事の内容

別紙１－８０



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道水戸線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市吉岡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大栄ジャンクション(仮称）

路線名

一般国道４６８号 千葉県成田市

他の道路の 接続の位置 接続の方法

（首都圏中央連絡自動車道） 吉岡

備　　　考

立体接続



（４）　工事予算

２，１５８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２９

３１

１６

２９

６

３



北関東自動車道 （波志江PA）に関する

工事の内容

別紙１－８１



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

群馬県伊勢崎市

（３）　工事予算

２，９０２ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０ ４

３

３０

１

２１ ３ ３０

２０



北関東自動車道 （壬生ＰＡ）に関する

工事の内容

別紙１－８２



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

栃木県下都賀郡壬生町

（３）　工事予算

１，４５４ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１０ ４ ３０

２０ １２ ２０

３０３２２



北関東自動車道 （笠間ＰＡ）に関する

工事の内容

別紙１－８３



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道　

（２）　工事の箇所

茨城県笠間市

（３）　工事予算

１，５４１ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２０

２０ １２ ２０

１０ １

２２ ３ ３０



別紙１－８４

（新潟県糸魚川市大字歌から新潟県糸魚川市大字外波まで）（改築）に関する

北陸自動車道

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 新潟県糸魚川市大字歌 から

新潟県糸魚川市大字外波 まで

（３）　工事予算

８，４３７ 百万円（消費税込み）

（４）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１４

２９

４

３

９

３１



別紙１－８５

（神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目から神奈川県横須賀市佐原一丁目まで）に関する

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横須賀市馬堀海岸四丁目 から

神奈川県横須賀市佐原一丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重    ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４

工事施工

摘　　要

設　計　区　間

２ 車線 車線

神奈川県横須賀市
馬堀海岸四丁目

神奈川県横須賀市
佐原一丁目

４．３

設　計　区　間

８０

　摘　要

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

用地買収

神奈川県横須賀市
佐原一丁目

神奈川県横須賀市
馬堀海岸四丁目



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

左　側

－－１．７５×２

（中小橋）

右　側

－

往復分離する区間

－

計計左　側

２．５０
トンネル部分

－－

橋梁高架部分

５．００２．５０×２

１．２５×２

土工（掘割）部分

－－

－

－

構造による区分 往復分離しない区間
摘 要

３．５０ －

橋梁高架部分

－３．５０

１．７５×２

（長大橋）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

馬堀海岸インターチェンジ

浦賀インターチェンジ

佐原インターチェンジ

（４）　工事予算

７１，８２１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

立体接続

浦賀町一丁目

県道横須賀葉山線

一般国道１６号

備　　　考

神奈川県横須賀市

神奈川県横須賀市

立体接続

平面接続神奈川県横須賀市

接続の方法

県道浦賀港線

１３

佐原一丁目

２１ ３

接続の位置

馬堀海岸四丁目

他の道路の

路線名

２０

２４ ３ ３１

７ ４



別紙１－８６

（神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目まで）に関する

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

（ロ）　延　　　　長 ８．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重    ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

６

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

６ 車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間 用地買収工事施工

８０

　摘　要

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

８．７



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

－

１．７５×２

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０

－５．００２．５０×２

－

－－

右　側

－

往復分離する区間構造による区分

左　側

－

橋梁高架部分

（中小橋） － －

計

－

－

１．５０
トンネル部分

－－０．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

公田インターチェンジ（仮称）

栄インター・ジャンクション（仮称）

戸塚インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２４９，２０１ 百万円（消費税込み）

上郷公田線

神奈川県横浜市

栄区公田町

神奈川県横浜市

金沢区釜利谷町

立体接続

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

立体接続

栄区田谷町

神奈川県横浜市

一般国道４６８号（横浜湘南道路）

及び都市計画道路　横浜藤沢線

一般国道１号

戸塚区原宿三丁目

接続の位置

立体接続神奈川県横浜市

接続の方法他の道路の

立体接続 釜利谷ジャンクション

路線名

都市計画道路

備　　　考



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

　イ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ０＋００）から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）まで

平成 １３ 年 ３ 月 １０ 日

　ロ　神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（ＳＴＡ２＋４０）から神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）まで

平成 １３ 年 ８ 月 １４ 日

　ハ　神奈川県横浜市栄区飯島町（ＳＴＡ５９＋３０）から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目（ＳＴＡ８７＋００）まで

平成 ２７ 年 ４ 月 １ 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２８ ３ ３１



別紙１－８７

（東京都あきる野市牛沼から東京都あきる野市下代継まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 東京都あきる野市牛沼 から

東京都あきる野市下代継 まで

（ロ）　延　　　　長 ０.４ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 　　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

東京都あきる野市牛沼

東京都あきる野市下代継

０．４８０

車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

設　計　区　間

４

摘　　要

東京都あきる野市下代継

４

東京都あきる野市牛沼

用地買収工事施工 　摘　要



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

（長大橋） １．７５－－ ２．７５１．００

橋梁高架部分

－
トンネル部分

－

構造による区分

－－

右　側

－

往復分離する区間

－

－

－－

－

－

計計

－－

左　側

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

橋梁高架部分

（中小橋） －



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

あきる野インターチェンジ

（４）　工事予算

８２８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

他の道路の

路線名

一般国道４１１号 立体接続東京都あきる野市牛沼

接続の位置 接続の方法 備　　　考

２３

２０ ３ ３０

１７ ９ １

１９ ６



別紙１－８８

（埼玉県鶴ヶ島市大字藤金から埼玉県比企郡川島町大字中山まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 から

埼玉県比企郡川島町大字中山 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 　　　２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

設　計　区　間

設　計　区　間

８０

　摘　要

埼玉県比企郡川島町大字中山

７．７

設計速度

用地買収工事施工

４ 車線 車線４

埼玉県比企郡川島町大字中山

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

（長大橋）

２．５０×２

－ －
トンネル部分

－－

５．００

構造による区分

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計

－

右　側

－

往復分離する区間

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －－

－

－

－－

橋梁高架部分

－３．５０１．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

鶴ヶ島ジャンクション

坂戸インターチェンジ

川島インターチェンジ

（４）　工事予算

８，９４９ 百万円（消費税込み）

一般国道２５４号

埼玉県坂戸市大字小沼

大字中山

立体接続埼玉県比企郡川島町

立体接続

都市計画道路坂戸東川越線 立体接続

他の道路の

路線名

関越自動車道　新潟線 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金

接続の位置 備　　　考接続の方法



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金（STA-8-30）から埼玉県鶴ヶ島市大字藤金（STA0+00）まで 平成 年 月 日

ロ 埼玉県鶴ヶ島市大字藤金（STA0+00）から埼玉県川越市大字上広谷（STA8+79）まで 平成 年 月 日

ハ 埼玉県川越市大字上広谷（STA8+79）から埼玉県川越市大字下広谷（STA27+17)まで 平成 年 月 日

二 埼玉県川越市大字下広谷（STA27+17）から埼玉県川越市大字下広谷字天神前（STA29+14）まで 平成 年 月 日

ホ 埼玉県川越市大字下広谷字天神前（STA29+14）から埼玉県川越市大字下広谷（STA29+92）まで 平成 年 月 日

へ 埼玉県川越市大字下広谷（STA29+92）から埼玉県川越市大字下広谷（STA33+76）まで 平成 年 月 日

ト 埼玉県川越市大字下広谷（STA33+76）から埼玉県川越市大字下広谷（STA34+06）まで 平成 年 月 日

チ 埼玉県川越市大字下広谷（STA34+06）から埼玉県坂戸市大字横沼（STA42+34）まで 平成 年 月 日

リ 埼玉県坂戸市大字横沼（STA42+34）から埼玉県坂戸市大字青木（STA44+24）まで 平成 年 月 日

ヌ 埼玉県坂戸市大字青木（STA44+24）から埼玉県坂戸市大字横沼（STA49+34）まで 平成 年 月 日

ル 埼玉県坂戸市大字横沼（STA49+34）から埼玉県坂戸市大字小沼（STA54+40）まで 平成 年 月 日

６ ３０

１９ １１ １

１９

１９ １２ ２８

１２ １

１９ １２ １５

２８

３０

１９ ９

１９

２９

１９ ６

１９ １２

１９ ６ １

７ １０ ２０

１１９ ９



ヲ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA54+40）から埼玉県坂戸市大字小沼（STA55+60）まで 平成 年 月 日

ワ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA55+60）から埼玉県坂戸市大字小沼（STA56+25）まで 平成 年 月 日

カ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA56+25）から埼玉県坂戸市大字小沼（STA58+56）まで 平成 年 月 日

ヨ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA58+56）から埼玉県比企郡川島町大字上伊草（STA67+29）まで 平成 年 月 日

タ 埼玉県比企郡川島町大字上伊草（STA67+29）から埼玉県比企郡川島町大字上井草字堂地

（STA69+73.6）まで 平成 年 月 日

レ 埼玉県比企郡川島町大字上伊草字堂地（STA69+73.6）から埼玉県比企郡川島町大字上井草字天神

（STA71+89）まで 平成 年 月 日

ソ 埼玉県比企郡川島町大字上伊草字天神（STA71+89）から埼玉県比企郡川島町大字中山字蛭田

（STA76+60）まで 平成 年 月 日

坂戸IC料金所部

ツ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+78（B））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+16（E））まで 平成 年 月 日

ネ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+16（E））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+89（E））まで 平成 年 月 日

坂戸ICランプ部

ナ 埼玉県坂戸市大字横沼（STA6+3（D））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+78（B））まで 平成 年 月 日

ラ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+16（E））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+89（E））まで 平成 年 月 日

１９

２８４

１

１９ １２ １

１

１９ １２ １５

２０ ２

２９

１９ ９ １

１９ １１ １５

１９ ９

１９ ９

１２ １

１９ ３ ３１

１９

１９ ９ １



ム 埼玉県坂戸市大字小沼（STA0+89（E））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA1+72（E））まで 平成 年 月 日

ウ 埼玉県坂戸市大字小沼（STA1+72（E））から埼玉県坂戸市大字小沼（STA3+36（E））まで 平成 年 月 日

川島IC料金所部

ヰ 埼玉県比企郡川島町大字中山字蛭田（STA0+85（A））から埼玉県比企郡川島町大字中山字蛭田

（STA2+00（G））まで 平成 年 月 日

川島ICランプ部

ノ 埼玉県比企郡川島町大字中山字金ヶ谷戸（STA4+86（G））から埼玉県比企郡川島町大字上井草字

天神（STA4+16（A））まで 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成年月日 平成 ２０ 年 ３ 月 ２９ 日 （供用開始）

平成 ２２ 年 ３ 月 ３０ 日 （残事業完成）

１９ ９ １

１９ ６ １

１９ １２ １

１９ ３ ３１



別紙１－８９

（埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県桶川市大字川田谷まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県比企郡川島町大字中山 から

埼玉県桶川市大字川田谷 まで

（ロ）　延　　　　長 ５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員

３．５０ メートル

埼玉県比企郡川島町大字中山

８０ ０．４

埼玉県桶川市大字川田谷

５．３

延　　長

埼玉県比企郡川島町大字平沼

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

１００

摘　　要

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

埼玉県比企郡川島町大字平沼

設計速度

設計速度
設　計　区　間 摘　　要

設　計　区　間



（ヘ）　車線数

から

まで

（ト）　路肩の標準幅員

埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで (単位：メートル）

－

埼玉県比企郡川島町大字中山

４

－－５．００

橋梁高架部分

往復分離する区間

車線

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計右　側左　側

構造による区分

トンネル部分
－

埼玉県桶川市大字川田谷

－ －

車線

工事施工設　計　区　間 用地買収 　摘　要

摘 要

２．５０×２ －

左　側計

４

－

－

－

２．５０×２ ５．００

－

（中小橋）

－－－

橋梁高架部分

－（長大橋）

－



埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで (単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

埼玉県比企郡川島町大字中山から埼玉県比企郡川島町大字平沼まで ３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

埼玉県比企郡川島町大字平沼から埼玉県桶川市大字川田谷まで ４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

（長大橋） ２．５０×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ － － －

２．５０×２ ５．００ － －

－

橋梁高架部分

トンネル部分

土工（掘割）部分
－

－ － － －

左　側 計 左　側 右　側

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間

計
摘 要



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

川島インターチェンジ

桶川北本インターチェンジ

（４）　工事予算

５，２４９ 百万円（消費税込み）

路線名

埼玉県比企郡川島町

接続の方法 備　　　考

一般国道２５４号 立体接続

他の道路の 接続の位置

大字中山

一般国道１７号 埼玉県桶川市大字川田谷 立体接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県比企郡川島町大字中山（STA76+60）から埼玉県比企郡川島町大字白井沼（STA92+95）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県比企郡川島町大字白井沼（STA92+95）から埼玉県比企郡川島町大字三保谷宿（STA112+69）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県比企郡川島町大字三保谷宿（STA112+69）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA122+40）まで

平成 年 月 日

二 埼玉県桶川市大字川田谷（STA122+40）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA123+70)まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA123+70）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA124+12)まで

平成 年 月 日

へ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA124+12）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA125+81)まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県桶川市大字川田谷（STA125+81）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA130+24)まで

平成 年 月 日

２１ ４ １

２１ ７ １

２１ １１ １

４ １

２１ ６ １

２１ ６

２１

２２ ２ １５

１



チ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA130+24）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA131+20)まで

平成 年 月 日

リ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA131+20）から埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43)まで

平成 年 月 日

ヌ 埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA0+0）から埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA1+30)まで

平成 年 月 日

ル 埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA1+30）から埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA9+20)まで

平成 年 月 日

ヲ 埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA9+20）から埼玉県桶川市大字川田谷（A-STA10+13)まで

平成 年 月 日

ワ 埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA3+20）から埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA5+80)まで

平成 年 月 日

カ 埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA5+80）から埼玉県桶川市大字川田谷（D-STA8+64)まで

平成 年 月 日

ヨ 埼玉県桶川市大字川田谷

平成 年 月 日

タ 埼玉県桶川市大字川田谷

平成 年 月 日

２１ 10

１２ １

２１

１

２１

１

１

２１ １０

１１

１

２１ １１ １

１１ １

２２ ２ １

２１ １０ １

２２ ２

２１



　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）３１２４ ３

２２ ３ ２８



別紙１－９０

（埼玉県桶川市大字川田谷から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県桶川市大字川田谷 から

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎 まで

（ロ）　延　　　　長 １０．８ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

摘　　要

設　計　区　間

設　計　区　間

１００

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

用地買収工事施工

１０．８

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設計速度 延　　長

　摘　要

埼玉県桶川市大字川田谷

４ 車線 車線

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－５．００２．５０×２（長大橋）

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００

－－

－

－－－

－

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

－
トンネル部分

－

５．００２．５０×２

－

構造による区分

計 右　側

－

往復分離する区間

－ －

左　側



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

桶川北本インターチェンジ

桶川インターチェンジ（仮称）

白岡菖蒲インターチェンジ

（４）　工事予算

６８，８６８ 百万円（消費税込み）

接続の方法他の道路の 接続の位置

県道川越栗橋線

立体接続

立体接続

備　　　考

埼玉県桶川市大字川田谷

埼玉県桶川市大字加納

路線名

一般国道１７号

立体接続埼玉県久喜市菖蒲町台一般国道１２２号



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

イ 埼玉県桶川市大字川田谷（STA133+43）から埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）まで

平成 年 月 日

ロ 埼玉県桶川市大字加納（STA180+84）から埼玉県桶川市大字加納（STA183+50）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県桶川市大字加納（STA183+50）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）まで

平成 年 月 日

ニ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+47）から埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県桶川市大字加納（STA187+88）から埼玉県桶川市大字五町台（STA196+70）まで

平成 年 月 日

ヘ 埼玉県桶川市大字五町台（STA196+70）から埼玉県桶川市大字五町台（STA197+84）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県桶川市大字五町台（STA197+84）から埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+88）まで

平成 年 月 日７ １２３

２４ ４ １

２３ ７ １

２４

２５ ４ １

４ １

２３ ７ １

２４

４ １



チ 埼玉県久喜市菖蒲町下栢間（STA207+88）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA241+72）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２５ ４ １

２７ ３ ３１



別紙１－９１

（埼玉県久喜市菖蒲町上大崎から埼玉県久喜市下早見まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 埼玉県久喜市菖蒲町上大崎 から

埼玉県久喜市下早見 まで

（ロ）　延　　　　長 ３．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

埼玉県久喜市下早見

３．３

埼玉県久喜市下早見

設　計　区　間

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

工事施工

４ ４

埼玉県久喜市菖蒲町上大崎

　摘　要

摘　　要

用地買収

１００

車線 車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

- メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

－５．００２．５０×２（長大橋） － －

計計 右　側

往復分離する区間

左　側

往復分離しない区間

左　側

構造による区分
摘 要

橋梁高架部分

－

－

-

－－

（中小橋） － － －

－

－

－ －

－－
土工（掘割）部分

トンネル部分

-



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

白岡菖蒲インターチェンジ

久喜白岡ジャンクション

（４）　工事予算

１６，３１１ 百万円（消費税込み）

路線名

一般国道１２２号 立体接続

備　　　考

立体接続

接続の方法

東北縦貫自動車道弘前線 埼玉県久喜市下早見

埼玉県久喜市菖蒲町台

他の道路の 接続の位置



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字下大崎

平成 年 月 日

ロ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字下大崎（STA0+35）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA1+62）まで

平成 年 月 日

ハ 埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA1+62）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA1+76）まで

平成 年 月 日

二 埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA1+76）から埼玉県久喜市菖蒲町台（STA4+77）まで

平成 年 月 日

ホ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字下大崎（STA0+35）から埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA5+90）まで

平成 年 月 日

へ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字下大崎（STA0+48）から埼玉県久喜市菖蒲町台（STA2+33）まで

平成 年 月 日

ト 埼玉県久喜市菖蒲町上大崎（STA241+72）から埼玉県久喜市原字大谷（STA269+22）まで

平成 年 月 日

２２ １０ １

１８

２２ ４

２２ ６

２２ ８ １

１８

１

９ １

１

２２ ４ １

２２



チ 埼玉県久喜市原字大谷（STA12+80）から埼玉県久喜市下早見字内谷（STA8+4）まで

平成 年 月 日

リ 埼玉県久喜市下早見字内谷（STA8+4）から埼玉県久喜市下早見字内谷（STA7+70）まで

平成 年 月 日

ヌ 埼玉県久喜市下早見字内谷（STA7+70）から埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字北谷（STA4+16）まで

平成 年 月 日

ル 埼玉県久喜市下早見字内谷（STA10+16）から埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字南谷（STA5+94）まで

平成 年 月 日

ヲ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字南谷（STA5+94）から埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字南谷（STA5+44）まで

平成 年 月 日

ワ 埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字南谷（STA5+44）から埼玉県南埼玉郡白岡町大字野牛字南谷（STA2+60）まで
平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８ ９ １

１８ ９ １

１９ ４ １

１８ ９ １

２３ ５ ２９

２４ ３ ３１

１９ ４ １

１８ ９ １



別紙１－９２

（茨城県つくば市新井から茨城県つくば市梶内まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県つくば市新井 から

茨城県つくば市梶内 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

車線４

設　計　区　間 　摘　要用地買収工事施工

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県つくば市新井

設　計　区　間 摘　　要

１００

茨城県つくば市梶内

４．３

茨城県つくば市梶内

２

茨城県つくば市新井

車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

―――３．５０１．７５×２

―
トンネル部分

橋梁高架部分

（長大橋）

―

―

橋梁高架部分

―（中小橋） ― ―

計左　側

往復分離する区間

１．７５×２ ―

右　側

―

摘 要

―

――

土工（掘割）部分
３．５０ ―

計

構造による区分 往復分離しない区間

左　側

―



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくば中央インターチェンジ

つくばジャンクション

（４）　工事予算

２，０４３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ-1　茨城県つくば市新井から茨城県つくば市柳橋（Ｅ-ＳＴＡ０＋０～Ｅ-ＳＴＡ１＋４７）

平成 年 月 日

イ-2　茨城県つくば市新井（つくば中央料金所）

平成 年 月 日

ロ　茨城県つくば市新井（Ｄ-ＳＴＡ０+０）から茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３７４-０）まで
平成 年 月 日

梶内

備　　　考

立体接続

柳橋

常磐自動車道

接続の位置 接続の方法他の道路の

路線名

県道 茨城県つくば市 立体接続

取手つくば線

茨城県つくば市

１

２１ １２ １

２１ ５ １

２１ ５



ハ　茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３７４-０）から茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３７６＋０）まで

平成 年 月 日

ニ　茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３７６＋０）から茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３８３＋０）まで

平成 年 月 日

ホ 茨城県つくば市手代木（ＳＴＡ３８３＋０）から茨城県つくば市西大沼（ＳＴＡ３８４＋６０）まで

平成 年 月 日

ヘ　茨城県つくば市西大沼（ＳＴＡ３８４＋６０）から茨城県つくば市西館野（ＳＴＡ３９８＋８５）まで

平成 年 月 日

ト　茨城県つくば市西館野（ＳＴＡ３９８＋８５）から茨城県つくば市西館野（ＳＴＡ４０１＋４）まで

平成 年 月 日

チ 茨城県つくば市西館野（ＳＴＡ４０１＋４）から茨城県つくば市南中妻（ＳＴＡ４０６＋６０）まで

平成 年 月 日

リ　茨城県つくば市南中妻（ＳＴＡ４０６＋６０）から茨城県つくば市梶内（ＳＴＡ０－０７）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２１ １２

２２ ４ ２４

２４ ３ ３１

２２ ３ １

２１ １０ １

１

２２ ２ ２０

２２ ３

１

２０

２２ ２ ２０

２１ １０



別紙１－９３

（茨城県つくば市市之台から茨城県牛久市桂町まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県つくば市市之台 から

茨城県牛久市桂町 まで

（ロ）　延　　　　長 １２．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

１２．０

茨城県つくば市
市之台

２
茨城県牛久市
桂町

設　計　区　間 用地買収工事施工

茨城県つくば市
市之台

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

１００

　摘　要

車線 車線

茨城県牛久市
桂町

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

往復分離する区間

―

左　側左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計

―

計

３．５０

右　側

―

―

構造による区分

――

１．７５×２

―

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分

―１．７５×２

橋梁高架部分

―

――

―（中小橋） ― ―

――３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

つくば牛久インターチェンジ

牛久阿見インターチェンジ

阿見東インターチェンジ

（４）　工事予算

２，８６９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ　茨城県つくば市市之台(ＳＴＡ１５+２２）から茨城県牛久市下根町（ＳＴＡ６５+００）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県牛久市下根町（ＳＴＡ６５+００）から茨城県牛久市桂町（ＳＴＡ１３５+５０）まで

平成 年 月 日

立体接続

稲岡

茨城県稲敷郡

茨城県稲敷郡 立体接続

阿見町大字吉原

牛久土浦バイパス

接続の方法他の道路の

立体接続茨城県つくば市

路線名

一般国道６号

接続の位置 備　　　考

１８ ９ １

県道

竜ケ崎阿見線バイパス

阿見町大字小池土浦竜ケ崎線

県道

１８ １１０



ハ　茨城県稲敷郡阿見町大字小池（牛久阿見料金所）

平成 年 月 日

ニ　茨城県稲敷郡阿見町大字吉原（阿見東料金所）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１８ ４

４

３１３

３ １０

１９

１９

２４

１８

１９



別紙１－９４

（茨城県牛久市桂町から茨城県稲敷市沼田まで）に関する

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 茨城県牛久市桂町 から

茨城県稲敷市沼田 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．０ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

２ 車線

用地買収

摘　　要

茨城県稲敷市沼田

延　　長

　摘　要

車線４

工事施工設　計　区　間

茨城県牛久市桂町

６．０１００

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

茨城県牛久市桂町

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
設　計　区　間

茨城県稲敷市沼田



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員

― メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

３．５０ ― ―

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５×２ ―

―

計計 右　側

―３．５０１．７５×２ ―

―１．７５×２
土工（掘割）部分

―３．５０

構造による区分

左　側

往復分離する区間

左　側

――

橋梁高架部分

（中小橋）

摘 要
往復分離しない区間

トンネル部分
― ――

―



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

阿見東インターチェンジ

稲敷インターチェンジ

（４）　工事予算

１，５８８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ　茨城県牛久市桂町（ＳＴＡ１３５+５０）から茨城県稲敷市月出里（ＳＴＡ１５９+１０）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県稲敷市月出里（ＳＴＡ１５９+１０）から茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１９５+３８）まで

平成 年 月 日

ハ　茨城県稲敷市沼田（稲敷料金所）

平成 年 月 日

備　　　考他の道路の 接続の位置

４

竜ケ崎阿見線バイパス 阿見町大字吉原

立体接続茨城県稲敷郡

路線名

県道

県道 立体接続茨城県稲敷市

沼田

２０ ２４

１

江戸崎新利根線バイパス

１２

２１ １ ２６

２０

接続の方法



ニ　茨城県牛久市桂町から茨城県稲敷郡阿見町まで（阿見東ＩＣ　Ａランプ部）

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （阿見東ＩＣランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

３

２４ ３

２１

１２ １６

３１

２０

２１

２０ １０ ２７



別紙１－９５

（千葉県東金市丹尾から千葉県茂原市石神まで）に関する

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県茂原市石神 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

車線 車線

１００

　摘　要

摘　　要

設　計　区　間

千葉県東金市丹尾

用地買収工事施工

２

千葉県東金市丹尾

千葉県茂原市石神

２１．６

千葉県茂原市石神

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

－

構造による区分

３．５０

１．７５×２

－

１．００×２ －

－

２．００
トンネル部分

－－

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２ －

１．７５×２
土工（掘割）部分

往復分離しない区間
摘 要

左　側 計 計

－ －

右　側

往復分離する区間

左　側

３．５０

橋梁高架部分

（長大橋） －－３．５０ －



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

東金インター・ジャンクション

（仮称）

東金インター・ジャンクション

（仮称）

茂原北インターチェンジ（仮称）

茂原長南インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

２３，３９０ 百万円（消費税込み）

立体接続

市道５１６４号線

立体接続県道五井本納線

一般国道４０９号 千葉県長生郡長南町坂本

千葉県東金市山台

他の道路の

路線名

一般国道１２６号 千葉県東金市丹尾 立体接続

接続の位置 備　　　考接続の方法

（茂原・一宮・大原道路）

千葉県茂原市上太田

立体接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　千葉県東金市丹尾（ＳＴＡ０－０１）から千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２０＋８２）まで

平成 年 月 日

ロ　千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２０＋８２）から千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２１＋４０）まで

平成 年 月 日

ハ　千葉県大網白里町養安寺（ＳＴＡ２１＋４０）から千葉県大網白里町大竹（ＳＴＡ５６＋０１）まで

平成 年 月 日

ニ　千葉県大網白里町大竹（ＳＴＡ５６＋０１）から千葉県大網白里町大竹（ＳＴＡ５６＋５６）まで

平成 年 月 日

ホ　千葉県大網白里町大竹（ＳＴＡ５６＋５６）から千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）まで

平成 年 月 日

ヘ　千葉県大網白里町南玉（ＳＴＡ５７＋２３）から千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋４０）まで

平成 年 月 日

ト　千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋４０）から千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋７０）まで

平成 年 月 日

１０ １

１

２４ ７ １

２３

２４ ５

２１ ８ １

１０ １

２４ ７ １

２３ １０ １

２３



チ　千葉県千葉市緑区小食土町（ＳＴＡ６５＋７０）から千葉県大網白里町小中（ＳＴＡ８０＋００）まで

平成 年 月 日

リ　千葉県大網白里町小中（ＳＴＡ80＋００）から千葉県大網白里町神房（ＳＴＡ８６＋００）まで

平成 年 月 日

ヌ　千葉県大網白里町神房（ＳＴＡ８６＋００）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０６＋９４）まで

平成 年 月 日

ル　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０６＋９４）から千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）まで

平成 年 月 日

ヲ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ１０９＋２０）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４６＋６０）まで

平成 年 月 日

ワ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４６＋６０）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４６＋８０）まで

平成 年 月 日

カ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４６＋８０）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４７＋８０）まで

平成 年 月 日

ヨ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１４７＋８０）から千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５０＋２０）まで

平成 年 月 日

１

１２３ １０

２１ ８

２１ ８

２４ ７ １

１２ １

１

１９ １２ １

１９

２３ １０ １

２４ ８ １



タ　千葉県茂原市真名（ＳＴＡ１５０＋２０）から千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５６＋２０）まで

平成 年 月 日

レ　千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５６＋２０）から千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５７＋６０）まで

平成 年 月 日

ソ　千葉県茂原市国府関（ＳＴＡ１５７＋６０）から千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８５＋００）まで

平成 年 月 日

ツ　千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８５＋００）から千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８６＋００）まで

平成 年 月 日

ネ　千葉県長柄町榎本（ＳＴＡ１８６＋００）から千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）まで

平成 年 月 日

茂原北ＩＣ　ランプ部

ナ　千葉県茂原市柴名（ＳＴＡ４＋２０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋６０）まで

平成 年 月 日

ラ　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋６０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋２０）まで

平成 年 月 日

ム　千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ０＋２０）から千葉県茂原市上太田（ＳＴＡ２＋１０）まで

平成 年 月 日

１２３ １０

２３ １０ １

２３ １０ １

２４ ２ １

２４ ３ １

１９ １２ １

１９ １２ １

２０ １０ １



　・　なお、合併施行方式における工事の着手（予定）年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける（予定）年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日２５ ３ ３１



別紙１－９６

（千葉県茂原市石神から千葉県木更津市下郡まで）に関する

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県茂原市石神 から

千葉県木更津市下郡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２１．３ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

千葉県茂原市石神

千葉県木更津市下郡

２１．３

工事施工

車線

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

設　計　区　間

千葉県茂原市石神

２ 車線

千葉県木更津市下郡

　摘　要用地買収

摘　　要

１００

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

左　側

３．５０ －－

１．７５×２

右　側

往復分離する区間

橋梁高架部分

（中小橋）

橋梁高架部分

－－

構造による区分

－

計

３．５０

摘 要
往復分離しない区間

１．７５×２

１．００×２

計

２．００
トンネル部分

－－－

－ － －

左　側

土工（掘割）部分
１．７５×２

（長大橋） －３．５０



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

茂原長南インターチェンジ（仮称）

市原南インターチェンジ（仮称）

木更津東インターチェンジ

（４）　工事予算

１３，９７４ 百万円（消費税込み）

千葉県木更津市下郡

路線名

備　　　考接続の方法

千葉県長生郡長南町坂本 立体接続

他の道路の 接続の位置

一般国道４０９号

（茂原・一宮・大原道路）

一般国道２９７号

一般国道４１０号バイパス

千葉県市原市田尾 立体接続

立体接続



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手（予定）年月日

イ　千葉県茂原市石神（ＳＴＡ２１６＋２０）から千葉県長生郡長南町報恩寺（ＳＴＡ２４１＋９２）まで

年 月 日

ロ　千葉県長生郡長南町報恩寺（ＳＴＡ２４１＋９２）から千葉県長生郡長南町竹林（ＳＴＡ２６１＋６０）まで

年 月 日

ハ　千葉県長生郡長南町竹林（ＳＴＡ２６１＋６０）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋２９）まで

年 月 日

ニ　千葉県市原市田尾（ＳＴＡ２９８＋２９）から千葉県市原市田尾（ＳＴＡ３０１＋１６）まで

年 月 日

ホ　千葉県市原市田尾（ＳＴＡ３０１＋１６）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１６＋６７）まで

年 月 日

へ　千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３１６＋６７）から千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２２＋００）まで

年 月 日

ト　千葉県市原市大和田（ＳＴＡ３２２＋２０）から千葉県市原市養老（ＳＴＡ３３５＋６５）まで

年 月 日

平成

１

平成

平成

２３

別　　紙　　１

平成 ２４ ５

８ １

２４ ５ １

平成

平成

２４ １

１

１

２４ １ １

２３ １１ １

平成 ２４ ６



チ　千葉県市原市養老（ＳＴＡ３３５＋６５）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５０＋１７）まで

年 月 日

リ　千葉県市原市山口（ＳＴＡ３５０＋１７）から千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８０）まで

年 月 日

ヌ　千葉県市原市山口（ＳＴＡ３６０＋８０）から千葉県木更津市真里谷（ＳＴＡ３６７＋６２）まで

年 月 日

ル　千葉県木更津市真里谷（ＳＴＡ３６７＋６２）から千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１５＋００）まで

年 月 日

ヲ　千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１５＋００）から千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１６＋８０）まで

年 月 日

ワ　千葉県木更津市茅野（ＳＴＡ４１６＋８０）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）まで

年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

平成 ２３ １２ １

別　　紙　　１

２５ ３ ３１

平成 ２４ ２ １

平成 ２４ １ １

平成 ２４ ６ １

平成 ２４ ２

平成 ２３ １０ １

１



別紙１－９７

（千葉県木更津市下郡から千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田まで）に関する

一般国道４６８号（東京湾横断・木更津東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　東京湾横断・木更津東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県木更津市下郡 から

千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田 まで

（ロ）　延　　　　長 ７．１ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要設　計　区　間

千葉県木更津市下郡

千葉県木更津市犬成犬成笹子
両村新田

７．１１００

千葉県木更津市下郡

用地買収工事施工

４ 車線
千葉県木更津市犬成犬成笹子

両村新田

４

　摘　要

車線

設　計　区　間



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

２．５０×２

－ －

５．００

－ －

橋梁高架部分

（長大橋）

トンネル部分

構造による区分

１．７５×２

左　側
摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

計計 右　側

－

往復分離する区間

－

－

左　側

－

－

－

－－

橋梁高架部分

（中小橋） －

－

－

３．５０

－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

木更津東インターチェンジ

木更津ジャンクション

（４）　工事予算

９，３０２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県木更津市下郡今間前上川原から千葉県木更津市下郡今間前まで

平成 年 月 日

ロ 千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４２９＋１７）から千葉県木更津市下郡（ＳＴＡ４３１＋９２）まで

平成 年 月 日

ハ 千葉県木更津市下郡今間前（ＳＴＡ４３１＋９２）から千葉県木更津市上根岸（ＳＴＡ４４８＋００）まで

平成 年 月 日

東関東自動車道千葉富津線

接続の方法接続の位置

４

一般国道４１０号バイパス 千葉県木更津市下郡

備　　　考

路線名

他の道路の

立体接続笹子両村新田

千葉県木更津市犬成犬成 平面接続

立体接続

１８ ４ １８

１８

１３

１８

１８ ７



ニ 千葉県木更津市上根岸（ＳＴＡ４４８＋００）から千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５２＋００）まで

平成 年 月 日

ホ 千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５２＋００）から千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋００）まで

平成 年 月 日

へ 千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋００）から千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋５０）まで

平成 年 月 日

ト 千葉県袖ヶ浦市上宮田（ＳＴＡ４５３＋５０）から千葉県木更津市下宮田（ＳＴＡ４６７＋００）まで

平成 年 月 日

チ 千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６７＋００）から千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋００）まで

平成 年 月 日

リ 千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋００）から千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋８０）まで

平成 年 月 日

ヌ 千葉県袖ヶ浦市下宮田（ＳＴＡ４６９＋８０）から千葉県木更津市伊豆島（ＳＴＡ４７８＋６０）まで

平成 年 月 日

ル 千葉県木更津市伊豆島（ＳＴＡ４７８＋６０）から千葉県木更津市笹子（ＳＴＡ４８２＋００）まで

平成 年 月 日

ヲ 千葉県木更津市笹子（ＳＴＡ４８２＋００）から千葉県木更津市犬成（ＳＴＡ４９２＋４０）まで

平成 年 月 日７ １２

１

１

１

１１

１３

１８４

１６

１８ ９

１８ ９

１８ ９

１８ ９

１

１８ ７

１

１８

１８ ９

１８ ７



ワ 千葉県木更津市犬成（ＳＴＡ４９２＋００）から千葉県木更津市犬成犬成笹子両村新田（ＳＴＡ５００＋０３）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成年月日

平成 １９ 年 ３ 月 ２１ 日 （供用開始）

平成 ２１ 年 ３ 月 ３０ 日 （残事業完成）

２６１６ １



別紙１－９８

一般国道１４号（京葉道路）（市川ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市稲荷木

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

市川インターチェンジ

別　　紙　　１

他の道路の 接続の位置

稲荷木

接続の方法 備　　　考

路線名

県道市川浦安線 千葉県市川市 立体接続



（４）　工事予算

１，４６１ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

別　　紙　　１

１２ ７ ３

２８ ３ ３１



別紙１－９９

一般国道１４号（京葉道路）（市川ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県市川市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業



（４）　工事予算

１６，６５７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１２ ７ ３

２８ ３ ３１



別紙１－１００

一般国道１４号（京葉道路）（幕張ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県千葉市花見川区

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業



（４）　工事予算

６，５１５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （下り線切替）

平成 年 月 日 （上り線切替）

平成 年 月 日 （上下線建築物）

平成 年 月 日 （上下線駐車場部）

平成 年 月 日 （残事業完成）３０３２２

５

２０ ２ １０

６１２２０

１２ ７ ３

１９ １２

２０ ３ ２０



別紙１－１０１

（神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで）に関する

一般国道１６号（横浜横須賀道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

（ロ）　延　　　　長 ４．２ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

６車線化
神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

６ 車線 車線

設　計　区　間

８０

　摘　要

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

４．２

用地買収工事施工

設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）
摘　　要

６



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 － メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

３．００ メートル （土工部）

３．００ メートル （橋梁部）

橋梁高架部分

（長大橋） －３．５０

摘 要

土工（掘割）部分

往復分離しない区間

トンネル部分
０．７５０．７５

計計

－－

５．００

－ １．５０

構造による区分

２．５０×２

左　側 右　側

－

往復分離する区間

－－

－

左　側

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２ ５．００ －－

－

１．７５×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

並木インターチェンジ

堀口能見台インターチェンジ

（４）　工事予算

１６８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

神奈川県横浜市

金沢区並木三丁目

　３ １２

３１　３

１７

２８

金沢区並木三丁目

平面接続

金沢区並木三丁目

神奈川県横浜市

備　　　考接続の方法他の道路の

立体接続

立体接続

市道堀口第５３１号 神奈川県横浜市 立体接続

市道長浜第９９号

路線名

市道長浜第５６号

接続の位置

金沢区能見台東

（首都高速道路湾岸線）

県道高速湾岸線

神奈川県横浜市



別紙１－１０２

一般国道１６号（京葉道路）（蘇我ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）　工事の箇所

千葉県千葉市中央区生実町

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

蘇我インターチェンジ 

他の道路の路線名 備　　　考接続の方法接続の位置

一般国道１６号 千葉県千葉市中央区生実町 立体接続



（４）　工事予算

４，４２４ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

　

平成 年 月 日 （残事業完成）３０

１９ ５ ３０

７ ３ ３１

２１ ３



別紙１－１０３

一般国道４７号（仙台北部道路）（利府JCT）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の箇所

宮城県多賀城市市川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

利府ジャンクション

接続の方法 備　　　考他の道路の 接続の位置

利府町加瀬

路線名

一般国道４５号 宮城県宮城郡 立体接続



（４）　工事予算

１，７００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 　

１

２９ ３ ３１

２５ ４



別紙１－１０４

（千葉県東金市丹尾から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

一般国道１２６号（千葉東金道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２６号

（有料道路名　：　千葉東金道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県東金市丹尾 から

千葉県山武市松尾町谷津 まで

（ロ）　延　　　　長 １５．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

４車線化事業

千葉県山武市松尾町谷津

４ 車線 車線４

千葉県東金市丹尾

設　計　区　間

１００

千葉県東金市丹尾

千葉県山武市松尾町谷津

１５．７

用地買収工事施工 　摘　要

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 - メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

４．５０ メートル （土工部）

４．５０ メートル （橋梁部）

－－

計

－

２．５０ １．２５

計

橋梁高架部分

摘 要
右　側

往復分離する区間

左　側

３．７５

構造による区分

２．５０×２

－

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０×２

土工（掘割）部分

左　側

往復分離しない区間

５．００ －

－３．５０

－ －

５．００

－
トンネル部分

－－

１．７５×２（長大橋）



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

山武成東インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

松尾横芝インターチェンジ

（４）　工事予算

１７，７３８ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

立体接続

立体接続

１２ ７ ３

立体接続

接続の位置

（東京湾横断・木更津東金道路）

３３

立体接続

（銚子連絡道路）

３ ３１

備　　　考接続の方法

立体接続

一般国道４６８号

千葉県東金市山台

他の道路の

県道成東酒々井線

路線名

千葉県山武市矢部

千葉県東金市丹尾

東金市道５１４６号線
東金インター・ジャンクション（仮称）

県道成田松尾線 千葉県山武市松尾町谷津

平面接続

一般国道１２６号 千葉県山武市松尾町谷津



別紙１－１０５

（千葉県南房総市高崎から千葉県南房総市検儀谷まで）(改築）に関する

一般国道１２７号（富津館山道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 から

まで

（ロ）　延　　　　長 キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)

一般国道１２７号

千葉県南房総市高崎

千葉県南房総市検儀谷

２．２



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

２．２

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

延　　長
設　計　区　間

設計速度

千葉県
南房総市高崎

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

４ 付加車線事業
千葉県

南房総市検儀谷

車線

千葉県
南房総市検儀谷

２

　摘　要設　計　区　間 用地買収工事施工

８０

車線

千葉県
南房総市高崎



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

― メートル （土工部）

― メートル （橋梁部）

構造による区分
摘 要

往復分離する区間

－ －

３．５０

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋） １．７５×２

３．００１．５０×２

計

－

右　側

－－

－

－

左　側

往復分離しない区間

３．５０

１．７５×２

０．７５×２ １．５０

左　側

土工（掘割）部分

計

（長大橋） －３．５０１．７５×２ －

３．５０ －－

－

橋梁高架部分



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

１３５ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県南房総市高崎(STA５８+２５）から千葉県南房総市高崎(STA６３+２７）まで

平成 年 月 日

ロ 千葉県南房総市高崎(STA６３+２７）から千葉県南房総市高崎(STA６３+５２）まで

平成 年 月 日

ハ 千葉県南房総市高崎(STA６３+５２）から千葉県南房総市市部(STA６５+９０）まで

平成 年 月 日

-

備　　　考

--

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法

１０ １２

２

２１４

１９

１４ ９

９



二 千葉県南房総市市部(STA６５+９０）から千葉県南房総市合戸(STA６８+８３）まで

平成 年 月 日

ホ 千葉県南房総市合戸(STA６８+８３）から千葉県南房総市検儀谷(STA７９+６６）まで

平成 年 月 日

へ 千葉県南房総市検儀谷(STA７９+６６）から千葉県南房総市検儀谷(STA７９+７２）まで

平成 年 月 日

ト 千葉県南房総市検儀谷(STA７９+７２）から千葉県南房総市検儀谷(STA８０+５０）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （外外運用）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１９ １０ １２

１４ ９ ２

１９ １０ １２

１４ ９ ２

２４

３１

２０ ４

１９ １０

２１ ３ ３０



別紙１－１０６

一般国道１２７号（富津館山道路）（富山ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道１２７号

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）　工事の箇所

千葉県南房総市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（４）　工事予算

９４９ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日３０ ３ ３１

２

別　　紙　　１

平成 １４ ９



別紙１－１０７

一般国道４６６号（第三京浜道路）（野川ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６６号

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）　工事の箇所

神奈川県川崎市宮前区野川

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（ロ）  他の道路との接続位置及び接続の方法

野川インターチェンジ（仮称）

宮前区野川

路線名

市道尻手黒川線 神奈川県川崎市 立体接続

他の道路の 接続の位置 接続の方法 備　　　考



（４）　工事予算

１７，２６６ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

６３ １ １

２９ ３ ３１



別紙１－１０８

（東京都西多摩郡日の出町平井から埼玉県鶴ヶ島市大字藤金まで）（改築）に関する

工事の内容

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

東京都西多摩郡日の出町平井 から

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 まで

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業



（４）　工事予算

１，５７２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 昭和 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

６１ １２ １

２７ ３ ３１



別紙１－１０９

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（狭山ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

埼玉県狭山市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 有料道路事業

（４）　工事予算

３，１９０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１７ ２ ２５

２０ ７ １８

２１ ３ ３０



別紙１－１１０

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（久喜白岡JCT）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

埼玉県久喜市下早見

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

本線平面接続

（首都圏中央連絡自動車道）

接続の方法 備　　　考

一般国道４６８号 埼玉県久喜市下早見

他の道路の路線名 接続の位置



（４）　工事予算

１３，４６３ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 埼玉県久喜市大字原字大谷（STA269+22）から埼玉県久喜市大字下早見字内谷（STA273+50）まで

年 月 日

ロ 埼玉県久喜市大字下早見字内谷（STA273+50）から埼玉県久喜市大字下早見字内谷（STA274+34）まで

年 月 日

ハ 埼玉県久喜市大字下早見字内谷（STA274+34）から埼玉県久喜市大字下早見字内谷（STA275+20）まで

年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受けた年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

１８ ９

９ １

１平成

２５ ３ ３１

３ ３１平成 １９

平成 １８



別紙１－１１１

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（江戸崎ＰＡ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）　工事の箇所

茨城県稲敷市

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式



（４）　工事予算

１，２０２ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

イ　茨城県稲敷市月出里(ＳＴＡ１６４+７０）から茨城県稲敷市蒲ヶ山（ＳＴＡ１７４+２４）まで

平成 年 月 日

ロ　茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１８４+３０）から茨城県稲敷市沼田（ＳＴＡ１９５+３８）まで

平成 年 月 日

　・　なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が公共事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

平成 年 月 日

２４ ４ １

１１０２４

２５ ３ ３１



別紙１－１１２

東北縦貫自動車道弘前線（福島松川スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　　弘前線

（２）　工事の箇所

福島県福島市松川町

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

県道　土湯温泉線 福島県福島市 立体接続 福島松川ＰＡ
及び 松川町
市道　池田・小池線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日１８ ９ ３０

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置

―

１８ ９ ２６



別紙１－１１３

東北縦貫自動車道弘前線（長者原スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　　弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県大崎市古川宮沢

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道　東宮沢３号線 宮城県大崎市 立体接続 長者原ＳＡ
及び 古川宮沢
市道　西宮沢２号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の位置

―

１８ ９ ２６

１８ ９ ３０

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名



別紙１－１１４

東北横断自動車道酒田線（寒河江ＳＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道　　酒田線

（２）　工事の箇所

山形県寒河江市大字寒河江

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道　山西線 山形県寒河江市 立体接続 寒河江ＳＡ
大字寒河江 　

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

―

１８

３０

９ ２６

１８ ９

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置



別紙１－１１５

関越自動車道新潟線（三芳スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の箇所

埼玉県入間郡三芳町大字上富

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 三芳PA

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置

町道上富８２号線
及び町道上富６９号線

埼玉県入間郡
三芳町大字上富

１８ ９ ２６

―

９ ３０１８



別紙１－１１６

関越自動車道新潟線（駒寄スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の箇所

群馬県北群馬郡吉岡町大字大久保

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 駒寄ＰＡ

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の位置

２６

１８ ９ ３０

接続の方法 備　　　考

―

町道七日市・長久保線
及び町道七日市・吉開戸線

他の道路の路線名

群馬県北群馬郡
吉岡町大字大久保

１８ ９



別紙１－１１７

関越自動車道新潟線（大和スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　新潟線

（２）　工事の箇所

新潟県南魚沼市大字茗荷沢

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道茗荷沢18号線 新潟県南魚沼市 立体接続 大和PA
及び 大字茗荷沢
市道大和インター
1号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３０１８ ９

２６

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置

―

１８ ９



別紙１－１１８

関越自動車道上越線（小布施スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　上越線

（２）　工事の箇所

長野県上高井郡小布施町大字大島

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 小布施ＰＡ
　

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置

２６

１８ ９

町道小布施総合公園１号線
（仮称）

長野県上高井郡
小布施町大字大島

―

１８ ９

３０



別紙１－１１９

関越自動車道上越線（新井スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　　上越線

（２）　工事の箇所

新潟県妙高市大字猪野山

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道新井インター 新潟県妙高市 立体接続 新井ＰＡ
上り線及び 大字猪野山
市道新井インター
下り線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３０１８ ９

２６

接続の方法 備　　　考他の道路の路線名 接続の位置

―

１８ ９



別紙１－１２０

常磐自動車道（友部ＳＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県笠間市長兎路 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道（友）４０７５号線
及び市道（友）４１５９号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

９ ２６

１８ ９ ３０

―

他の道路の路線名 接続の位置

茨城県笠間市長兎路

接続の方法 備　　　考

立体接続 友部ＳＡ

１８



別紙１－１２１

中央自動車道長野線（姨捨スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

中央自動車道　　長野線

（２）　工事の箇所

長野県千曲市大字八幡

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

立体接続 姨捨ＳＡ

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考接続の位置他の道路の路線名

２６

１８ ３０

―

市道９４８７号線
及び市道９４８６号線

長野県千曲市大字八幡

９

１８ ９



別紙１－１２２

北陸自動車道（黒埼スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県新潟市木場

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道黒埼2-96号線 新潟県新潟市木場 立体接続 黒埼PA
及び
市道黒埼2-100号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３０１８ ９

他の道路の路線名 接続の位置

―

１８ ９ ２６

接続の方法 備　　　考



別紙１－１２３

東北縦貫自動車道弘前線（上河内スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦断自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県河内郡上河内町大字今里 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

１９ ３ ２６

１９ ３ ３０

―

他の道路の路線名 接続の位置

栃木県河内郡
上河内町大字今里

町道前田原宿線

接続の方法 備　　　考

立体接続 上河内ＳＡ



別紙１－１２４

東北縦貫自動車道弘前線（那須高原スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦断自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

栃木県那須郡那須町大字豊原丙 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

１９ ３ ２６

１９ ３ ３０

―

他の道路の路線名 接続の位置

栃木県那須郡那須町
大字豊原丙

町道迯室田島線

接続の方法 備　　　考

立体接続 那須高原ＳＡ



別紙１－１２５

東北縦貫自動車道弘前線（泉ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県仙台市泉区野村 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

県道泉塩釜線及び
市道松林下筒岫線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

１９ ３

接続の位置

宮城県仙台市泉区
野村

３ ３０

立体接続 泉ＰＡ

接続の方法 備　　　考

２６

１９

―

他の道路の路線名



別紙１－１２６

東北横断自動車道いわき新潟線（新鶴スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道　いわき新潟線

（２）　工事の箇所

福島県大沼郡会津美里町和田目

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

町道新田・上新田線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続 新鶴ＰＡ

―

他の道路の路線名 接続の位置

福島県大沼郡会津美里町
和田目

１９ ３ ２６

１９ ３ ３０



別紙１－１２７

日本海沿岸東北自動車道（豊栄スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県新潟市高森 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道豊栄２－３５９号線
及び市道豊栄２－３６０号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

１９ ３

接続の位置

新潟県新潟市高森

３ ３０

立体接続 豊栄ＳＡ

接続の方法 備　　　考

２６

１９

―

他の道路の路線名



別紙１－１２８

関越自動車道上越線（佐久平スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　上越線

（２）　工事の箇所

長野県佐久市上平尾 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続 佐久平ＰＡ

―

他の道路の路線名 接続の位置

長野県佐久市上平尾市道７－１０４号線

１９ ３ ２６

１９ ３ ３０



別紙１－１２９

北陸自動車道（大潟スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北陸自動車道

（２）　工事の箇所

新潟県上越市大潟区蜘ヶ池

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道大潟１０１２号線
及び市道大潟１０１３号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日１９

接続の方法

３０

立体接続 大潟ＰＡ

１９ ３ ２６

備　　　考

３

―

他の道路の路線名 接続の位置

新潟県上越市大潟区
蜘ヶ池



　高速道路利便増進事業に関する計画 (スマートＩＣ)に関する

工事の内容

東日本高速道路株式会社が管理する高速道路に係る

別紙１－１３０



１．工事の内容 　

　（１）　工事予算

百万円（消費税込み）

　（２）　個別箇所に関する工事の内容

個別箇所に関する工事の内容は、下記のとおりとする。

ただし、工事予算については、（１）工事予算及び（２）債務引受限度額の内数である。

また、工事完成後は精算額としている。

西仙北
SA

東北横断自動車道
釜石秋田線

秋田県
大仙市

強首及び
九升田

市道
赤坂強首線

秋田県
大仙市

強首及び
九升田

立体接続

那須
高原
SA

立体接続
東北縦貫自動車道

弘前線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

県道
那須高原
スマート

インター線

栃木県
那須郡
那須町
豊原丙

341百万円

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月31日

　　　　（残事業完成）

（ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）

平成21年9月11日

佐野
SA

平成21年9月11日 平成24年3月31日

平成21年9月11日
上河内

SA

平成22年12月18日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月31日

　　　　（残事業完成）

1,296百万円
県道

佐野環状線

（ハ）工事方法

他の道路との接続位置及び接続の方法

東北縦貫自動車道
弘前線

栃木県
宇都宮市
今里町

県道
上河内
スマート

インター線

栃木県
宇都宮市
今里町

栃木県
佐野市

関川町及び
黒袴町

立体接続

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

東北縦貫自動車道
弘前線

他の道路の
路線名

接続の位置

６１，１１５

接続の方法

栃木県
佐野市

関川町及び
黒袴町

立体接続

工事の着手
予定年月日

工事の完成
予定年月日

備考

452百万円

平成21年9月11日

平成23年3月26日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月31日

　　　　（残事業完成）

130百万円



本線
直結
型

新潟県
新潟市

秋葉区福島
立体接続 平成21年9月11日 平成24年3月31日 1,791百万円

備考

本線
直結
型

関越自動車道
新潟線

埼玉県
坂戸市塚崎
及び粟生田

市道３９７９号
路線及び

市道６９１９号
路線

埼玉県
坂戸市塚崎
及び粟生田

立体接続
本線
直結
型

常磐自動車道
茨城県
石岡市
正上内

市道
Ａ２４８５号線

茨城県
石岡市
正上内

立体接続

栄PA

関越自動車道
新潟線

北陸自動車道
新潟県
三条市

福島新田

市道岡野
新田１号線

及び
市道岡野

新田２号線

新潟県
三条市

福島新田
立体接続 平成21年9月11日 平成24年9月30日

東北横断自動車道
いわき新潟線

新潟県
新潟市

秋葉区福島

市道新津
１－９０号線

及び
市道新津

１－９１号線

他の道路との接続位置及び接続の方法

他の道路の
路線名

接続の位置 接続の方法

群馬県高崎
市上滝町及
び佐波郡玉
村町上新田

本線
直結
型

市道
Ｇ６８０号線

及び
市道

Ｇ６８１号線

群馬県高崎
市上滝町及
び佐波郡玉
村町上新田

立体接続

（イ）
路線名

（ロ）
工事の箇所

（ハ）工事方法

3,922百万円

2,081百万円

（ニ）
工事の着手及び完成の予定年月日 （ホ）

工事予算
（消費税込み）工事の着手

予定年月日
工事の完成
予定年月日

平成21年9月11日

平成23年3月24日
　　　　　（供用開始）
平成24年3月31日

　　　　（残事業完成）

1,132百万円

平成21年9月11日 平成24年3月31日 4,072百万円

平成21年9月11日 平成24年3月31日



別紙１－１３１

北海道縦貫自動車道函館名寄線（輪厚スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道　函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道北広島市輪厚 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道高速東２号線　及び
市道高速西１号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

輪厚ＰＡ

備　　　考

―

他の道路の路線名 接続の位置

北海道北広島市輪厚

接続の方法

立体接続

２１ ６ １９

２１ ６ ２７



別紙１－１３２

東北縦貫自動車道弘前線（蓮田スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

埼玉県蓮田市大字黒浜

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

県道蓮田白岡久喜線　及び
市道１２６０号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

―

他の道路の路線名 接続の位置

埼玉県蓮田市大字黒浜 立体接続 蓮田ＳＡ

接続の方法 備　　　考

2024 3

24 3 31



別紙１－１３３

東北縦貫自動車道弘前線（白河中央スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

福島県白河市豊地 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道白河中央インターチェンジ南線　及び

市道白河中央インターチェンジ北線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続

―

他の道路の路線名

21 7 31

21 8 7

接続の位置

福島県白河市豊地



別紙１－１３４

東北縦貫自動車道弘前線（鏡石スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

福島県岩瀬郡鏡石町大字鏡田 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

町道仁井田・笠石線　及び
町道鏡田１２１号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続 鏡石ＰＡ

―

他の道路の路線名 接続の位置

福島県岩瀬郡鏡石町
大字鏡田

２１ ３ ２６

２１ ３ ３０



別紙１－１３５

東北縦貫自動車道弘前線（三本木スマートＩＣ）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道　弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県大崎市三本木蟻ヶ袋地内 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道蟻ヶ袋自動車道東線　及び
市道蟻ヶ袋自動車道西線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

―

21 9 20

21 9 17

立体接続 三本木PA

他の道路の路線名 接続の位置

宮城県大崎市三本木
蟻ヶ袋地内

接続の方法 備　　　考



別紙１－１３６

関越自動車道新潟線（長岡南越路スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道　新潟線

（２）　工事の箇所

新潟県長岡市浦地先 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道越路１２１号線
及び市道越路４２９号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

―

21 9 20

21 9 19

立体接続

他の道路の路線名 接続の位置

新潟県長岡市浦地先

接続の方法 備　　　考



別紙１－１３７

常磐自動車道（三郷料金所スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

埼玉県三郷市小谷堀 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道１３２１号線　及び
市道１３１３号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３ ３０

立体接続

２１ ３ ２６

２１

―

他の道路の路線名 接続の位置

埼玉県三郷市小谷堀

接続の方法 備　　　考



別紙１－１３８

常磐自動車道（水戸北スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県水戸市飯富町 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道１２３号

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３ ３０

立体接続

２１ ３ ２６

２１

―

他の道路の路線名 接続の位置

茨城県水戸市飯富町

接続の方法 備　　　考



別紙１－１３９

常磐自動車道（東海スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

常磐自動車道

（２）　工事の箇所

茨城県那珂郡東海村石神外宿 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

村道１４１５号線　及び
村道１４１１号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続 東海ＰＡ

―

他の道路の路線名 接続の位置

茨城県那珂郡東海村
石神外宿

２１ ３ ２６

２１ ３ ２８



別紙１－１４０

東関東自動車道千葉富津線（君津ＰＡスマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の箇所

千葉県君津市大山野 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道大山野・曲作線　及び
市道大山野・五 線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日３ ２８

立体接続 君津ＰＡ

２１ ３ ２６

２１

―

他の道路の路線名 接続の位置

千葉県君津市大山野

接続の方法 備　　　考



別紙１－１４１

北関東自動車道（波志江スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北関東自動車道

（２）　工事の箇所

群馬県伊勢崎市波志江町 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

市道１－５０４号線

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続 波志江ＰＡ

―

他の道路の路線名 接続の位置

群馬県伊勢崎市
波志江町

２１ ３ ２６

２１ ３ ３０



別紙１－１４２

成田国際空港線（成田スマートＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

成田国際空港線

（２）　工事の箇所

千葉県成田市小菅 　

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

一般国道２９５号

（４）　工事予算

（５）　工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成年月日 平成 年 月 日

接続の方法 備　　　考

立体接続

―

他の道路の路線名 接続の位置

千葉県成田市小菅

２１ ３ ２６

２１ ３ ２８



別紙１－１４３

（宮城県宮城郡利府町沢乙から宮城県黒川郡富谷町穀田まで）に関する

一般国道４７号（仙台北部道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県宮城郡利府町沢乙 から

宮城県黒川郡富谷町穀田 まで

（ロ）　延　　　　長 ６．６ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

　摘　要

宮城県黒川郡富谷町穀田

６．６

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

工事施工

宮城県宮城郡利府町沢乙

延　　長
設　計　区　間

設計速度

設　計　区　間

１００

宮城県宮城郡利府町沢乙

用地買収

車線 車線

宮城県黒川郡富谷町穀田

４２



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ３．５０ メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

－
トンネル部分

往復分離する区間

左　側計

－ －

－

－

４．２５

－－

構造による区分
摘 要

右　側

往復分離しない区間

左　側 計

橋梁高架部分

（中小橋）

土工（掘割）部分

－

－

－

１．７５

（長大橋） －－

－ －

－

３．００

２．５０

－

橋梁高架部分

１．５０×２



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

利府しらかし台インターチェンジ

富谷ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

宮城県宮城郡利府町沢乙

宮城県黒川郡富谷町穀田

接続の位置他の道路の

路線名

県道塩竃吉岡線 立体接続

備　　　考接続の方法

立体接続東北縦貫自動車道弘前線

２，１００



（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 宮城県宮城郡利府町沢乙（No177+0.00）～宮城県宮城郡利府町沢乙（Ｄ－No2+10.00）まで

平成 年 月 日

ロ 宮城県宮城郡利府町沢乙（No228+11.62）～宮城県黒川郡富谷町穀田（No.502+00）まで

平成 年 月 日

ハ 宮城県黒川郡富谷町穀田（No502+00）～宮城県黒川郡富谷町穀田（No.558+4.061）まで

平成 年 月 日

・なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から

事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （利府しらかし台ICランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２１ １２ １８

１１ ２５

２１ ９ １１

２２ ３

２１

１２２1 １６

２３ ９ ３０

２７



別紙１－１４４

（宮城県黒川郡富谷町穀田から宮城県黒川郡富谷町富谷まで）に関する

一般国道４７号（仙台北部道路）

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 宮城県黒川郡富谷町穀田 から

宮城県黒川郡富谷町富谷 まで

（ロ）　延　　　　長 １．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　道路の区分 第 １ 種 第 ３ 級 (道路構造令)



（ハ）　設計速度

から

まで

（ニ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ヘ）　車線数

から

まで

延　　長
摘　　要

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

宮城県黒川郡富谷町富谷

設　計　区　間

１．７

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

８０

設計速度

用地買収

宮城県黒川郡富谷町穀田

設　計　区　間

４

宮城県黒川郡富谷町富谷

宮城県黒川郡富谷町穀田

　摘　要工事施工

２ 車線 車線



（ト）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

（チ）　付加車線の標準幅員 ー メートル

（リ）　中央帯の標準幅員

－ メートル （土工部）

－ メートル （橋梁部）

－

土工（掘割）部分
５．００

構造による区分

橋梁高架部分

右　側

往復分離する区間

左　側

１．７５×２

－
トンネル部分

－－

左　側

往復分離しない区間

計

－

ー３．５０

計
摘 要

－

（中小橋） －

２．５０×２

－

－ －

－－ －

橋梁高架部分

（長大橋） －－



（ヌ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

富谷ジャンクション

富谷インターチェンジ（仮称）

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

・なお、合併施行方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から

事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

東北縦貫自動車道弘前線

他の道路の

路線名

宮城県黒川郡富谷町穀田

備　　　考接続の方法接続の位置

立体接続

２，０４４

一般国道４号 宮城県黒川郡富谷町富谷

１

平面接続

２３ ４

２５ ３ ３１



別紙１－１４５

一般国道４７号（仙台北部道路）（利府JCT改築）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

一般国道４７号

（有料道路名　：　仙台北部道路）

（２）　工事の箇所

宮城県宮城郡利府町加瀬



（３）　工事方法

（イ）　事業方式 公共事業・有料道路事業　合併施行方式

（ロ）　他の道路との接続位置及び接続方法

利府ジャンクション

（４）　工事予算

百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

・なお、合併施行方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、会社が公共事業者から

事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （利府JCTランプ切替）

平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

２２ ４ １

路線名

一般国道４５号 宮城県宮城郡利府町加瀬

９０８

接続の位置 接続の方法 備　　　考

９ ２

２２ １０ ２２

２２

立体接続

他の道路の

３２４ ３１



北海道縦貫自動車道函館名寄線 （新千歳空港ＩＣ）に関する

工事の内容

別紙１－１４６



１．工事の内容 　

（１）　路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）　工事の箇所

北海道千歳市泉沢

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

新千歳空港インターチェンジ（仮称）

他の道路の 接続の位置 接続の方法

泉沢

備　　　考

路線名

道道　新千歳空港インター線 北海道千歳市 立体接続



（４）　工事予算

７４７ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

２１ ９ １１

２６ ３ ３１



別紙１－１４７

東北縦貫自動車道弘前線 （大衡ＩＣ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）　工事の箇所

宮城県黒川郡大衡村奥田

（３）　工事方法

　　（イ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

大衡インターチェンジ

他の道路の 接続の位置 接続の方法

松の平

備　　　考

路線名

県道大衡落合線 宮城県黒川郡大衡村 立体接続



（４）　工事予算

８５０ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日 （供用開始）

平成 年 月 日 （残事業完成）

１１

２２ １２ １８

２１ ９

２４ ３ ３１



別紙１－１４８

東北横断自動車道酒田線（酒田中央ＪＣＴ）に関する

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東北横断自動車道酒田線

（２）　工事の箇所

山形県酒田市遊摺部



（３）　工事方法

（イ）　他の道路との接続位置及び接続方法

酒田中央ジャンクション（仮称）

（４）　工事予算

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 平成 年 月 日

他の道路の 接続の位置

－

接続の方法 備　　　考

路線名

一般国道４７号 山形県酒田市遊摺部 立体接続

２５ ４ １

２７ ３ ３１



本別紙に係る工事については、当該区間の整備に必要な予算の

見直しが決定されたことに伴い、工事を一旦停止している

別紙１－１４９

（長野県上水内郡信濃町大字野尻から新潟県上越市大字中屋敷まで）に関する

関越自動車道上越線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

関越自動車道上越線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

新潟県上越市大字中屋敷 まで

　

（ロ）　延　　　　長 ３７．５ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 　 　 　 　 　 　 　 　

から

まで

から

まで

道路構造令

新潟県上越市大字中屋敷

設　計　区　間 摘　　要道路の区分

新潟県上越市中郷区二本木
第１種第２級 道路構造令

長野県上水内郡信濃町大字野尻
第１種第３級

新潟県上越市中郷区二本木



（ロ）　設計速度

から

まで

から

まで

（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市中郷区二本木
８０ １７．６

設計速度
摘　　要設　計　区　間

設　計　区　間 用地買収

４ 車線 ４

新潟県上越市中郷区二本木
１００ １９．９

新潟県上越市大字中屋敷

　摘　要工事施工

車線 ４車線化

長野県上水内郡信濃町大字野尻

新潟県上越市大字中屋敷



（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

から

まで

から

まで

（ト）　付加車線の標準幅員 － メートル

　

１．２５

橋梁高架部分

（長大橋）

新潟県上越市
中郷区二本木

土工（掘割）部分

トンネル部分

橋梁高架部分

（中小橋）

長野県上水内郡
信濃町大字野尻

－

－

左　側

－

－

－

－

－

－

－－

１．７５

－

１．７５

－

往復分離しない区間構造による区分

計右　側

往復分離する区間

－

－

トンネル部分
－

摘 要
計左　側

設計区間

新潟県上越市
中郷区二本木

土工（掘割）部分

１．７５

１．２５

１．７５

３．７５

１．００ １．００ ２．００

２．５０ ２．５０ ２．５０ １．２５

－

新潟県上越市
大字中屋敷

橋梁高架部分

（中小橋） ２．５０

橋梁高架部分

（長大橋） １．７５

３．７５

１．７５ １．７５ １．２５ ３．００

２．５０ ２．５０ １．２５



（チ）　中央帯の標準幅員

から

まで

から

まで

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　 　

　

（４）　工事予算

百万円（消費税込み） 　

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日

－

―

新潟県上越市中郷区二本木

５１，０００

　

他の道路の

路線名

新潟県上越市大字中屋敷 ４．５０メートル（橋梁部)

接続の位置

設　計　区　間 幅　　員 摘　　要

長野県上水内郡信濃町大字野尻
　

３．００メートル（土工部)

３．００メートル（橋梁部)新潟県上越市中郷区二本木

４．５０メートル（土工部)
　

９

備　　　考接続の方法

－

５

－

２１



本別紙に係る工事については、当該区間の整備に必要な予算の

見直しが決定されたことに伴い、工事を一旦停止している

別紙１－１５０

（千葉県木更津市中烏田から千葉県富津市竹岡まで）に関する

東関東自動車道千葉富津線

工事の内容



１．工事の内容 　

（１）　路線名

東関東自動車道千葉富津線

（２）　工事の区間

(イ）　工事の区間 千葉県木更津市中烏田 から

千葉県富津市竹岡 まで

（ロ）　延　　　　長 ２０．７ キロメートル

（３）　工事方法

（イ）　道路の区分 第 １ 種 第 ２ 級 (道路構造令)

（ロ）　設計速度

から

まで

千葉県木更津市中烏田

１００ ２０．７

摘　　要設　計　区　間
設計速度

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時）

延　　長

（ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

千葉県富津市竹岡



（ハ）　設計自動車荷重 ２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（二）　車線の幅員 ３．５０ メートル

（ホ）　車線数

から

まで

（へ）　路肩の標準幅員

(単位：メートル）

設　計　区　間

１．７５×２ ―

２．５０×２

４車線化

左　側

車線

計計 右　側

車線

千葉県木更津市中烏田

工事施工

往復分離しない区間

　摘　要

４

摘 要

５．００

橋梁高架部分

（中小橋）

４

用地買収

―

構造による区分

千葉県富津市竹岡

５．００

―
トンネル部分

２．５０×２

―

３．７５
土工（掘割）部分

―

往復分離する区間

―

１．００

２．５０

左　側

１．２５

―

―３．５０

橋梁高架部分

（長大橋）

１．００ ２．００



（ト）　付加車線の標準幅員 ― メートル

（チ）　中央帯の標準幅員

― メートル（土工部）

― メートル（橋梁部）

（リ）　他の道路との接続位置及び接続の方法

　

（４）　工事予算

２８，０００ 百万円（消費税込み）

（５）　工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日 平成 年 月 日

②工事の完成予定年月日 ―

路線名

５

－ － －

　

２１ ９

他の道路の 備　　　考接続の方法接続の位置


